
　

校　

歌

一  

千
秋
の
雪
積
も
り
た
る

富
士
の
高
嶺
の
雄
姿
ぞ

幾
万
代
の
後
ま
で
も

変
わ
ら
ぬ
誠
の
鑑
な
る

二  

奔
流
百
里
石
を
か
み

巌
に
激
し
い
や
増
し
に

勢
加
わ
る
利
根
の
水

こ
れ
剛
健
の
た
め
し
な
り

三  

あ
ゝ
此
の
山
と
此
の
川
と

日
夕
眺
む
る
健
男
児

自
然
の
示
す
巨
人
を
ば

如
何
に
学
ば
ん
習
わ
な
ん

四  

白
幡
台
の
雪
月
花

四
季
の
折
々
常
総
の

平
野
に
し
る
く
輝
く
は

高
潔
無
垢
の
別
天
地

五  

石
段
登
る
六
十
余

一
足
ご
と
に
踏
み
か
た
め

心
を
鍛
え
身
を
練
り
て

忠
良
有
為
の
基
た
て
ん

作
詞　

寺
田   

彰
司

   

曲    

旧
制
一
高
寮
歌

　
　
　
　
「
ア
ム
ー
ル
川
」
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ご
挨
拶

ご
挨
拶

　

白
幡
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
本
会
並
び
に
母
校
の
充
実
発
展
の
た

め
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
通
常
の
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
に
残
念

な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
代
わ
っ
て
出
席

予
定
の
皆
さ
ん
に
は
文
書
を
お
送
り
し
て
議

案
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
異
例
の
対

応
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

に
は
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
わ
れ
ら
が
母
校
竜
ヶ

崎
一
高
に
附
属
中
学
が
開
設
さ
れ
る
と
い
う

画
期
的
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
大
々
的
に
歓
迎
し
て
今
後
の
活

躍
に
期
待
を
込
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
紙
面
上
よ
り
中
学
生

の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
第
１
回

生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
発
揮
し
て
大
い
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

羽
成
邦
男
校
長
先
生
が
ご
退
職
さ
れ
、
あ

ら
た
に
赴
任
さ
れ
た
川
村
始
子
校
長
先
生
を

は
じ
め
、
太
田
垣
淳
一
副
校
長
先
生
、
髙
野

健
二
教
頭
先
生
、
佐
藤
真
教
頭
先
生
、
菊
地

耕
附
属
中
教
頭
先
生
、
野
口
範
正
事
務
室
長

さ
ん
や
職
員
の
皆
さ
ん
も
新
年
度
早
々
た
い

へ
ん
な
事
態
に
直
面
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、

実
に
適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

転
出
さ
れ
た
椎
名
健
司
教
頭
先
生
や
宇
佐
美

福
美
事
務
室
長
さ
ん
に
は
創
立
百
二
十
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て
た
い
へ
ん
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
困
難
な
状
況
の
も
と
、

実
に
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ

す
が
竜
ヶ
崎
一
高
の
生
徒
諸
君
で
す
。

　

文
科
省
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
も
第
２
次
指
定
を
受
け

て
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
る
よ
う
で
嬉
し
い

限
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
で
す
。
秋
に
は
、
竜
ヶ
崎
一
高

創
立
百
二
十
周
年
記
念
を
迎
え
る
と
い
う
慶

事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
規
模
を
変
更
縮
小
し
て
行
わ
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
ま
し

た
が
、
学
校
側
で
臨
機
応
変
、
し
っ
か
り
対

応
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
慰
労
申

し
上
げ
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
は
、
前
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
社
長

の
宮
嶋
宏
幸
氏
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

氏
は
羽
成
邦
男
校
長
先
生
の
同
級
生
で
、
一

緒
に
池
袋
の
本
社
ビ
ル
を
訪
れ
て
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
諾
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
あ
ら
た

め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
在
校
生

の
皆
さ
ん
も
実
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩

の
話
は
大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
こ
と
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

白
幡
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
染
谷
信

洋
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
ま
し
て
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度

校
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
高
校
三
十
三
回

生
の
川
村
始
子
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
本
校
は
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
、

御
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
十
月
三
十
一
日
に
記

念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

数
年
前
か
ら
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
に
よ

る
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
設
置
し
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
行
委
員
・
生
徒
・
教
職

員
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
厳
か
に
過

去
の
歴
史
・
伝
統
を
顧
み
、
未
来
に
向
け
て

大
き
く
羽
ば
た
く
竜
一
高
の
姿
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
今
年
四
月
に
附
属
中
学

校
が
開
校
し
、
第
一
回
生
四
十
名
が
入
学
し

ま
し
た
。
こ
の
附
属
中
学
校
は
、
県
立
高
等

学
校
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
豊
か
な
人
間
性

と
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
起
業
家
精
神
を

兼
ね
備
え
た
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
や
、
世
界
に

飛
び
立
つ
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
誕
生
し

た
県
立
中
学
校
で
す
。
開
校
に
よ
っ
て
本
校

は
、
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
新
た

な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
創
立
以
来
の
「
文
武
両
道
」
は
高

次
元
で
実
現
さ
れ
て
お
り
、
令
和
二
年
度
入

試
に
お
い
て
は
、
県
内
屈
指
の
進
学
校
の
期

待
に
違
わ
ず
、
旧
帝
大
難
関
国
公
立
大
学
受

験
者
の
現
役
合
格
率
が
７
割
と
い
う
数
字
を

は
じ
め
と
し
て
、
国
公
立
大
学
へ
１
１
８
名
、

私
立
大
学
で
は
、
早
稲
田
大
学
19
名
を
は
じ

め
と
し
６
７
４
名
の
合
格
を
出
し
ま
し
た
。

飛
龍
館
に
は
、
大
学
合
格
を
目
指
す
三
年
生

の
真
剣
な
姿
が
絶
え
ず
見
ら
れ
、
今
後
に
も

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
指
定
を
受
け
た

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）」
も
、
現
在
二
期
目
の
二
年
目
に
な
り
、

『
問
う
力
』
を
共
通
指
針
と
し
た
「
た
く
ま
し

い
科
学
系
人
材
」
の
育
成
へ
と
進
化
し
て
い

ま
す
。
授
業
の
中
で
育
成
し
た
い
資
質
能
力

の
総
称
と
し
て
『
問
う
力
』
を
置
き
、
探
究

活
動
を
学
校
の
教
育
活
動
全
体
で
実
施
し
、

知
識
や
技
能
を
活
用
し
深
い
学
び
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

　

定
時
制
に
お
い
て
も
、
生
活
体
験
発
表
大

会
で
茨
城
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
す
る
生
徒

が
い
る
等
、
確
か
な
歩
み
で
個
々
の
成
長
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
各
種
大

会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
秋
の
大
会
か
ら

感
染
防
止
対
策
を
施
し
な
が
ら
徐
々
に
大
会

が
行
わ
れ
、
伝
統
の
野
球
部
が
県
大
会
に
進

み
、
射
撃
部
が
関
東
高
校
選
抜
大
会
出
場
を

果
た
し
た
事
を
皮
切
り
に
朗
報
が
届
く
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、
校
訓
「
誠
実
・
剛

　

母
校
の
１
２
０
年
の
歴
史
に
思
い
を
致
す

と
き
、
胸
に
熱
い
も
の
を
覚
え
ま
す
。
私
の

み
な
ら
ず
皆
さ
ん
も
ご
同
様
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
先
輩
方
が
営
々
と
築
い
て
く
れ
た
文

武
両
道
の
実
績
、
足
跡
に
た
だ
た
だ
感
謝
あ

る
の
み
で
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
も
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
引

き
継
い
で
、
後
輩
諸
君
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
お
誓
い
す
る
次
第
で
す
。

今
年
は
同
窓
会
有
志
が
参
加
し
て
い
た
白
龍

祭
も
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
、
同
窓
会
も
参

加
し
て
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
白
幡
同
窓
会
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
残

念
で
し
た
。

　

今
年
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延

期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

高
校
野
球
は
セ
ン
バ
ツ
大
会
も
夏
の
甲
子

園
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ン

バ
ツ
を
決
め
て
い
た
球
児
た
ち
が
、
変
則
的

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
甲
子
園
の
土
を
踏
め

た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。

　

今
秋
の
茨
城
県
大
会
は
全
く
の
無
観
客
で

保
護
者
も
学
校
関
係
者
も
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

２
０
２
０
年
と
い
う
こ
の
年
は
記
録
に
も

記
憶
に
も
残
る
異
例
ず
く
め
の
年
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
前
進
し

て
い
き
た
い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
明
け
な
い

夜
は
な
い
、
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
来
年
に

向
か
っ
て
役
員
一
同
心
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
来
年
こ
そ
は
よ
い
年

に
な
る
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

校 長

川村　始
とも

子
こ

白幡同窓会会長

染谷　信洋

2020 年 （令和２年） 12 月発行 竜ヶ崎一高白幡同窓会会報（第 32 号） （2）



（
支
出
の
部
）

平成 31 年度白幡同窓会収支決算書
収入総額 10,771,675 円　支出総額 4,835,001 円　差引残額 5,936,674 円（次年度へ繰越）

（単位：円）

（
収
入
の
部
）

ご
挨
拶

【
本
部
役
員
】

顧　

問　

 

野
口
武
太
郎
（
中
40
）

齋
藤　

佳
郎
（
高
８
）

横
須
賀
英
明
（
高
10
）

会　

長 

染
谷　

信
洋
（
高
15
）

総

会

報

告

科   目 本 年 度
予 算 額

本 年 度
決 算 額

比    較
摘       要

増 減

1 事 務 費 970,000 901,139 68,861

1 消 耗 品 費 50,000 28,039 21,961 事務消耗品代等

2 支 払 手 数 料 200,000 282,000 82,000
サラト扱い（2.3.6締め扱い分）手数料 170,940円 
郵便局支払手数料 110,180円
送金手数料 880円

3 印 刷 通 信 費 350,000 364,388 14,388 同窓会専用封筒印刷
総会案内用往復葉書・宛名ラベル代等

4 広 報 費 170,000 121,415 48,585 ホームページ用パソコン購入，運用諸費

5 旅 費 交 通 費 200,000 105,297 94,703 役員会交通費等

2 事 業 費 4,520,000 3,860,666 659,334

1 総 会 費 150,000 128,262 21,738 総会経費補助

2 会 報 発 行 費 2,600,000 2,785,672 185,672 会報31号印刷代（868,457円）
会報郵送代（1,980,259円）

3 会 議 費 170,000 66,661 103,339 役員会等経費

4 招待学年記念品費 0 0

5 卒業記念品費 200,000 161,505 38,495 卒業証書ファイル購入代

6 部活動奨励金等 900,000 580,000 320,000

※20,000円+5,000円×出場人数（10万円限度）
関東（陸上部，射撃部，ソフトテニス，水泳，吹奏楽
　　　弓道）
全国（射撃，ソフトテニス，書道）

7 学校行事補助 300,000 138,566 161,434 SSH関連事業経費，高大連携経費等

8 国際交流基金 200,000 0 200,000 　

3 慶 弔 費 100,000 27,160 72,840

4 基 金 積 立 金 0 0

5 予 備 費 4,800,000 46,036 4,753,964 白龍祭参加経費

合 　 　 計 10,390,000 4,835,001 5,554,999

科   目 本 年 度
予 算 額

本 年 度
決 算 額

比    較
摘       要

増 減

1 繰 越 金 5,620,134 5,620,134 平成30年度より繰越
会計用　5,620,134円　常陽銀行（普）

2 入 会 金 1,764,000 1,746,000 18,000 全日制　6,000円×280名＝1,680,000円
定時制　6,000円×（9+2）名＝66,000円

3 協 力 金 3,000,000 3,330,000 330,000
ゆうちょ銀行扱い分 607件　1,328,000円
コンビニエンスストア入金分  996件　1,992,000円
学校へ持参 5件　　  10,000円

4 雑 収 入 5,866 75,541 69,675
高25回卒一同　50,000円
高37回卒一同　25,500円
普通預金利息　 　　41円

合 計 10,390,000 10,771,675 381,675

　

は
じ
め
ま
し
て
。
副
校
長
の
太
田
垣
で
す
。

　

私
は
大
学
で
教
員
免
許
を
取
得
し
た
後
、

い
く
つ
か
の
外
資
系
企
業
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
牽

引
し
つ
つ
、
組
織
開
発
や
社
会
貢
献
活
動
を

通
じ
教
育
へ
の
関
心
を
温
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
学
校
法
人
に
お
け
る
新
校
開
設
等
を
経

て
、
こ
の
た
び
公
募
選
考
に
よ
り
本
校
に
着

任
し
ま
し
た
次
第
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
言
及
す
る
ま
で

も
な
く
、
国
際
社
会
は
近
年
、
流
動
化
の
色

を
増
し
て
い
ま
す
。
未
来
の
人
財
を
育
て
る

学
校
も
、
こ
の
流
れ
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
１
２
０
年
の
伝
統
あ
る
本
校
の
教
育

を
、
21
世
紀
の
さ
ら
な
る
高
み
に
押
し
上
げ

る
た
め
、
鋭
意
汗
し
て
参
る
所
存
で
す
。
ご

支
援
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
白
幡
同
窓
会
総

会
は
４
月
４
日
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
３
月
22
日
の
役
員
会
で
、

総
会
を
中
止
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

本
部
役
員
・
校
外
幹
事
以
外
の
、

総
会
出
席
を
予
定
さ
れ
て
い
た
79

名
の
皆
様
に
は
総
会
資
料
を
郵
送

し
、
次
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
ご

検
討
い
た
だ
き
、
42
名
の
皆
様
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
議
事
項

１　

平
成
31
年
度　

事
業
報
告

に
つ
い
て

２　

平
成
31
年
度　

決
算
書
に

つ
い
て

３　

令
和
２
年
度　

事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
度　

予
算
書

（
案
）
に
つ
い
て

　

審
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
全

て
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
審
議
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

副校長

太田垣　淳一

副
幹
事
長 

木
野
内
昭
治
（
高
13
）

 

服
部　

俊
夫
（
高
25
）

 

櫻
井　

篤
美
（
高
29
）

幹　

事 

篠
塚　

文
男
（
高
28
）

横
田　
　

久
（
高
28
）

川
口　

浩
己
（
高
29
）

赤
塚　
　

誠
（
高
30
）

大
野　

雅
之
（
高
30
）

大
野　

雅
彦
（
高
31
）

小
嶋　

吉
浩
（
高
31
）

福
田　

道
義
（
高
31
）

本
田　

仁
子
（
高
31
）

宮
本　

順
紀
（
高
32
）

霜
村　

裕
通
（
高
33
）

磯
山　

佳
美
（
高
34
）

海
田
磨
起
代
（
高
36
）

具
志
堅
秀
和
（
定
56
）

健
・
高
潔
・
協
和
」
の
も
と
、
創
立
以
来
の
「
文

武
両
道
」
の
気
風
を
継
承
し
、
社
会
に
貢
献

し
う
る
有
為
な
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
弛

ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
結

び
に
な
り
ま
す
が
、白
幡
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
本
校
の
教
育
活
動
に
御
支
援
御
協

力
を
頂
く
と
と
も
に
、
皆
様
の
御
多
幸
と
御

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

科目間の流用を認める
　基金積立金（常陽銀行）　31年度末積立額　6,002,798
　　　　　　　　　　　　　合　　　　　 計　6,002,798

上記のとおり報告いたします。
　　　　決算報告日　令和２年４月３日
　　　　　　　　　　　茨城県立竜ヶ崎第一高等学校　白幡同窓会長　染谷　信洋

監　　査　　書
平成31年度収支決算について，監査しましたところ証拠書類，通帳等すべてにおいて正確にして適正であることを認めます。
　　　　令和２年３月22日　監事　山田　　實　㊞

副
会
長 

小
倉　

培
夫
（
高
20
）

関
口　

広
行
（
高
26
）

倉
持　

正
男
（
高
27
）

大
和
佐
知
雄
（
高
28
）

監　

事 

山
田　
　

實
（
高
26
）

 

　

有
川　
　

保
（
高
33
）

【
校
外
幹
事
】

幹
事
長 　

山
崎　
　

睦
（
高
31
）
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令和 3 年度　同窓会総会のご案内

令和 3 年度　白幡同窓会　総会
１　日時　　令和３年４月３日（土）　午後１時　開会予定

２　場所　　茨城県立竜ヶ崎第一高等学校　体育館

　令和２年度の白幡同窓会総会並びに懇親会は新型コロナウイルス感染症対策のため、

開催を中止いたしました。

　令和３年度の総会については、４月３日（土）午後１時から竜一高体育館にて開催

する予定です。新型コロナウイルス感染状況等により予定を変更することがあります

ことをあらかじめお断りしておきます。

　今回ご案内の往復はがきを差し上げるのは、各卒業回の幹事の方々と、令和２年度

の招待学年であった高校１３回・２３回・３８回・５３回・６３回及び定時制９回・

１９回・３４回・４９回・５９回と、令和３年度の招待学年である高校１４回・２４回・

３９回・５４回・６４回及び定時制１０回・２０回・３５回・５０回・６０回の卒業

生全員になります。

　招待学年の出席者の方と７０歳以上の出席者の方（１回限り）には、陶芸家・植竹

敏氏（高 27 回）作製のオリジナル校章入りの「白萩釉鎬湯呑｣ を記念品として贈呈い

たします。

　なお、例年総会後に開催していました「懇親会」については、総会の実施形態と異

なり飲食を伴う懇談になるため、新型コロナウイルス感染症予防の観点から中止する

ことにしましたのでご了承ください。

　総会の開催につきましては、１０月３１日に実施した「創立１２０周年記念式典」

の対応策を遵守しながら実施する予定です。なお、吹奏楽部や応援部（チアリーダー）

の参加はありません。

同窓会総会中止の場合について
　新型コロナウイルス感染症予防のため、総会を中止する場合は同窓会ホームページ

でお知らせします。

　令和３年２月上旬開催予定の同窓会本部役員会で検討し、総合的に判断することに

なりますのでご了解ください。

　なお、総会が中止の場合は各卒業回の幹事の方々と招待学年の同窓生全員にご案内

しています往復はがきは送付いたしませんのでご了承ください。
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百
二
十
周
年
記
念
式
典

　

令
和
二
年
十
月
三
十
一
日

（
土
）、
本
校
体
育
館
に
て
「
創
立

百
二
十
周
年
記
念
式
典
」
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
の
実
施
と
な
り
、
体
育
館

に
は
実
行
委
員
及
び
代
表
生
徒
の

み
の
約
百
名
に
制
限
し
、
他
の

在
校
生
は
各
教
室
に
て
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
ラ
イ
ブ
配
信
で
の
視

聴
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
を
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
や

ミ
キ
サ
ー
と
い
っ
た
機
器
を
は
じ

め
、
体
育
館
か
ら
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー

ブ
ル
の
設
置
、
各
教
室
の
パ
ソ
コ

ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
準
備
と

多
く
の
手
間
と
時
間
と
資
金
も
か

か
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
思
い

切
っ
た
環
境
整
備
は
今
後
の
在
校

生
達
の
学
習
環
境
整
備
に
大
い
に

役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

当
日
は
、
式
典
に
先
立
ち
、
記

念
事
業
報
告
並
び
に
事
業
の
一
環

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
巨
大
ス

ク
リ
ー
ン
の
お
披
露
目
が
あ
り
、

そ
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
、
代
表

生
徒
達
に
課
題
研
究
の
中
間
発
表

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
河
川

氾
濫
の
避
難
勧
告
時
に
お
け
る
最

適
避
難
経
路
の
提
案
」
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
メ
デ
ィ
ア

で
も
有
名
に
な
っ
た
数
理
モ
デ
ル

を
使
っ
た
興
味
深
い
研
究
で
し

た
。
本
校
で
は
毎
年
数
学
班
・
化

学
班
・
生
物
班
・
物
理
班
に
分
か

れ
て
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

次
に
緞
帳
を
下
げ
、
本
校
職

員
・
富
谷
先
生
の
渾
身
作
の
動
画

を
２
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
、
体
育
館
前
方
の
壁
面
・
緞
帳

全
体
に
大
き
く
映
し
出
す
と
い
う

企
画
を
行
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ

ル
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
て
２
台

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
同
時
に
操

り
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
生
徒

達
に
会
場
で
見
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
本
当
に
残
念
で
し

た
。
こ
の
「
竜
一
の
歴
史
を
動
画

で
振
り
返
る
」
の
企
画
を
実
施
し

て
い
る
最
中
、緞
帳
の
後
ろ
で
は
、

担
当
職
員
が
、
旧
中
校
旗
を
設
置

し
、
花
を
飾
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

上
げ
、
式
典
の
準
備
を
大
急
ぎ
で

行
い
ま
し
た
。そ
し
て
い
よ
い
よ
、

式
典
の
始
ま
り
で
す
。
吹
奏
楽
部

の
演
奏
に
合
わ
せ
、
一
歩
ず
つ
厳

か
に
校
長
先
導
で
校
旗
が
入
場

し
、
小
倉
副
委
員
長
よ
り
開
式
の

宣
言
が
力
強
く
あ
り
ま
し
た
。
染

谷
信
洋
同
窓
会
長
に
よ
る
記
念
事

業
実
行
委
員
長
挨
拶
で
は
、「
今

後
も
母
校
の
充
実
発
展
の
た
め
に

専
心
協
力
支
援
し
て
い
く
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、校
長
挨
拶
で
は
、

「
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら

も
伝
統
は
継
承
し
生
徒
達
の
人
間

力
を
高
め
て
い
く
」
と
の
熱
い
想

い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
は
「
本

校
に
は
変
革
の
先
導
者
と
し
て
の

更
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
」
と
の

期
待
が
、
最
後
に
生
徒
会
長
に
よ

る
「
今
後
直
面
す
る
だ
ろ
う
様
々

な
試
練
や
困
難
も
乗
り
越
え
、
そ

の
伝
統
と
精
神
を
次
な
る
世
代
に

引
き
継
ぎ
ま
す
」
と
の
力
強
い
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。校
歌
斉
唱
後
、

関
口
副
委
員
長
が
閉
式
の
こ
と
ば

を
述
べ
る
と
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏

と
と
も
に
、
校
旗
が
退
場
し
、
記

念
式
典
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
緞
帳
が
下
げ
ら
れ

今
度
は
記
念
講
演
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
間
、
体
育
館
前
方

で
吹
奏
楽
部
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
付
き
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披

露
し
、参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
三
年
連
続
で
東
関
東
大

会
出
場
を
目
指
し
て
い
た
の
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
で
大
会
が
中
止
と
な

り
、
定
期
演
奏
会
も
中
止
、
学
校

説
明
会
で
の
生
演
奏
も
見
合
わ
せ

と
な
り
、
お
客
さ
ん
の
前
で
の
演

奏
は
久
し
ぶ
り
で
し
た
。
演
奏
す

る
側
も
、
見
る
側
も
と
て
も
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。

　

講
演
会
は
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
も
あ

る
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
前
社
長
で
あ
り

現
取
締
役
副
会
長
の
宮
嶋
宏
幸
氏

に
よ
る
「
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
×
ア
ニ

メ
」
と
い
う
演
題
の
講
演
で
し

た
。
と
て
も
興
味
深
い
演
題
を
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
、
始
ま
る
前

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
生
徒
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
宮
嶋
氏
か

ら
は
最
後
に
「
変
化
に
対
応
す
る

も
の
だ
け
が
生
き
残
れ
る
」
と
い

う
在
校
生
の
心
に
響
く
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
必
ず
や
今
後
の

人
生
の
糧
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
記
念
式
典
は
、
記
念
誌

作
成
を
含
め
、
多
く
の
先
生
方

か
ら
ご
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
二
年
前
か
ら
少
し
ず
つ
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
全
く
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
感
染
症
拡
大
に

伴
い
、
一
時
は
実
施
そ
の
も
の
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
実
行
委
員

を
中
心
に
チ
ー
ム
と
し
て
一
層
団

結
し
、
今
で
き
る
最
善
の
形
で
実

施
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
百
二
十
年
の
伝
統
を
誇
る
本

校
は
コ
ロ
ナ
に
な
ど
負
け
る
こ
と

な
く
、
今
後
も
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 （
記
念
式
典
委
員
長　

寺
田　

義
弘
）

川村始子校長

宮嶋氏講演

福島正明ＰＴＡ会長長塚潤成生徒会長
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百
二
十
周
年
記
念
事
業

　

今
回
、
百
二
十
周
年
記
念
誌
を

編
集
す
る
上
で
、
非
常
に
責
任
を

感
じ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
こ

れ
は
本
校
の
歴
史
の
転
換
点
に
編

ま
れ
る
も
の
と
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

表
紙
の
副
題
に
表
現
し
た
よ
う

に
、
明
治
時
代
創
立
の
本
校
は
、

そ
の
後
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
元

号
を
ま
た
ぎ
、
つ
い
に
令
和
の
世

と
な
る
中
で
も
更
な
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
、
高
次
元
で
の

生
徒
育
成
、
地
域
貢
献
、
新
た
な

学
び
の
追
究
に
邁
進
し
て
い
る
。

　

旧
制
中
学
、
高
等
学
校
、
そ
し

て
今
年
度
開
設
し
た
附
属
中

学
の
三
つ
の
校
章
を
裏
表
紙

に
並
べ
る
こ
と
で
、
本
校
が

た
ど
っ
た
道
、
こ
れ
か
ら
一

歩
を
踏
み
出
す
新
し
い
道
を

表
し
て
あ
る
。

　

具
体
的
な
現
状
と
し
て

も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
指
定
さ
れ
た

り
、大
学
入
試
も
改
革
さ
れ
、

さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
本
格

導
入
へ
と
、
こ
れ
か
ら
日
本

全
体
が
舵
を
切
ら
ん
と
し
て

い
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

記
念
誌
発
行
で
、
竜
一
の
歴

史
の
臍ほ
ぞ

と
な
り
う
る
意
義
を

持
つ
だ
け
に
、
強
い
使
命
感

を
も
っ
て
取
り
組
み
、
実
に

　

今
回
の
記
念
品
は
ク
リ
ス
タ
ル

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
、
Ａ
４
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
と
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
で

す
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
は
竜
一
の

校
章
が
奥
行
き
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

で
入
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
は
在
校
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
、
７
ポ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ル
ダ
ー

ト
ー
ト
に
は
卒
業
生
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

創
立
百
二
十
周
年
応
援
サ
イ
ト
で

も
お
馴
染
み
の
、
竜
の
ロ
ゴ
が
つ

い
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、

完
成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
支
え
て
い
た

だ
い
た
方
々
に
つ
い
て
は
記
念
誌

の
編
集
後
記
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
先
達
の
縦
糸
と
、

今
ま
さ
に
多
方
面
に
渡
り
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
横
糸
と

が
、
こ
れ
ほ
ど
き
め
細
か
く
編
み

こ
ま
れ
て
鮮
や
か
な
歴
史
の
一

ペ
ー
ジ
を
紡
ぎ
続
け
ら
れ
る
学
校

は
、
そ
う
多
く
な
い
と
思
う
。

　

改
め
て
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
り
、
応
援
い
た
だ
い
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
念
誌
編
集
委
員
長　

室
津　

彰
信
）

クリスタルキーホルダートートバッグ Ａ４クリアファイル

記
念
誌
発
行

記
念
品
製
作
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記
念
事
業
報
告

　

平
成
29
年
10
月
に
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
校
内
準
備
委
員
会

を
設
け
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念

に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し

た
。
10
年
ぶ
り
で
あ
る
の
で
、
前

回
百
十
周
年
記
念
事
業
を
経
験
し

て
い
る
教
職
員
は
少
な
く
、
立
ち

上
げ
に
戸
惑
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
当
時
の
鮏
川
光
義
校
長
と

菊
池
紳
一
郎
教
頭
（
現
水
海
道
二

高
校
長
）
が
陣
頭
指
揮
を
と
り
、

平
成
29
年
11
月
11
日
（
土
）
に
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
こ
で
、

式
典
に
つ
い
て
は
、
式
典
の
ほ
か

に
講
演
会
、
生
徒
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
流
れ
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
10
年
ご
と
に
ま
と
め
て
い
け
る

よ
う
な
内
容
に
す
る
方
向
性
が
確

認
さ
れ
た
。
記
念
事
業
に
つ
い
て

は
、
講
堂
の
図
面
の
保
存
や
白
幡

会
館
の
整
備
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
後
、
張

替
晴
男
事
務
室
長
や
宇
佐
美
福
美

事
務
長
が
県
と
や
り
取
り
を
し
た

結
果
、
県
費
で
保
存
・
修
繕
す
る

こ
と
に
な
り
、
記
念
事
業
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

準
備
委
員
会
の
設
置

第
一
回
実
行
委
員
会
開
催

第
二
・
三
回
実
行
委
員
会

令
和
二
年
度
実
行
委
員
会

実
行
委
員
会
の
解
散

　

翌
年
の
平
成
30
年
６
月
30
日

（
土
）
に
茨
城
県
立
竜
ヶ
崎
第
一

高
等
学
校
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
第
一
回
実
行
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
三
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

染
谷
信
洋
同
窓
会
会
長
を
中
心
と

し
た
新
体
制
で
の
会
合
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
会
で
、
講
演
の
候
補
者

７
名
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
校

内
で
検
討
し
た
結
果
、
宮
嶋
宏
幸

氏
（
高
30
回
卒　

株
式
会
社
ビ
ッ

ク
カ
メ
ラ
代
表
取
締
役
社
長
）
に

決
定
し
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
の
羽
成
邦
男
校
長
も
高

30
回
卒
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
直
接

依
頼
し
て
い
た
だ
き
、
宮
嶋
氏
の

快
諾
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
記

念
品
に
つ
い
て
も
こ
の
段
階
で

は
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
３
点

と
い
う
案
が
示
さ
れ
た
が
、
祝
賀

会
に
つ
い
て
は
、
実
施
し
な
い
提

案
が
な
さ
れ
た
。

た
が
、
今
後
の
県
の
事
業
や
県
費

対
応
な
ど
の
検
討
も
あ
り
、
結
論

に
至
ら
な
か
っ
た
。
学
校
で
再
検

討
し
た
結
果
、
こ
れ
か
ら
の
生
徒

に
と
っ
て
有
用
な
も
の
に
な
る
と

し
て
、
体
育
館
の
電
動
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
提

案
し
、
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
。

校
長
、
髙
野
健
二

教
頭
、
菊
地
耕
教

頭
、
野
口
範
正
事

務
室
長
と
い
う
新

し
い
体
制
で
第
四

回
、
第
五
回
、
第

六
回
の
実
行
委
員

会
を
開
催
し
、
詳

細
を
詰
め
確
認
作

業
を
行
っ
た
。
た

だ
し
、
第
五
回
実

行
委
員
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
考
慮
し
、
書
面

で
の
報
告
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
委
員
会

運
営
に
あ
た
り
、

百
十
周
年
記
念
事

業
時
に
教
頭
職
に

あ
っ
た
倉
持
正
男

副
委
員
長
に
は
多

く
の
ご
助
言
を
頂

　

そ
の
後
第
二
回
、
第
三
回
実
行

委
員
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

椎
名
健
司
教
頭
と
佐
藤
真
教
頭
に

尽
力
い
た
だ
い
た
。
特
に
記
念
事

業
に
つ
い
て
は
、W

i-Fi

機
器
設

置
な
ど
い
く
つ
か
の
案
も
出
さ
れ

　

そ
し
て
、
令
和
２
年
と
な
り
、

川
村
始
子
校
長
、
太
田
垣
淳
一
副

い
た
。

　

百
二
十
周
年
を
祝
う
式
典
と
な

る
よ
う
に
、
教
職
員
一
同
精
一
杯

の
準
備
を
し
て
当
日
を
迎
え
た
。

特
に
、
富
谷
廣
紀
教
諭
の
渾
身
の

作
品
で
あ
る
「
映
像
で
竜
ヶ
崎
一

高
の
歴
史
を
振
り
返
る
」
は
見
る

も
の
す
べ
て
を
く
ぎ
付
け
に
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
感
動
や
迫

力
を
全
生
徒
、
同
窓
生
、
旧
職
員

が
同
一
会
場
で
共
有
出
来
な
か
っ

た
こ
と
が
と
て
も
残
念
で
あ
っ
た
。

　

令
和
２
年
11
月
28
日
（
土
）
茨

城
県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
第
七
回

実
行
委
員
会
が
開
か
れ
、
百
二
十

周
年
記
念
事
業
の
成
功
と
決
算
の

報
告
が
な
さ
れ
、
委
員
会
の
規
定

に
よ
り
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の

で
、
こ
の
日
実
行
委
員
会
は
解
散

し
た
。　
　

（
全
日
制
教
頭　

髙
野　

健
二
）

（
支
出
の
部
）

創 立 百 二 十 周 年 記 念 事 業 会 計
収入総額　7,240,404 円
支出総額　6,998,628 円
差引残額　   241,776 円（次年度へ繰越）

（
収
入
の
部
）

科   目 予 算 額 決 算 額
比    較

摘       要
増 減

1 事 務 費 315,000 116,902 198,098 

1 会 議 費 30,000 11,064 18,936 実行委員会用500mlペットボトル

2 消 耗 品 費 65,000 53,926 11,074 実行委員長印，講師依頼手土産，寄贈品保
管額，ハードディスク

3 印 刷 通 信 費 200,000 47,328 152,672 実行委員会通知発送切手，記念誌郵送料

4 旅 費 20,000 4,584 15,416 記念講演講師依頼旅費

2 事 業 費 6,905,000 6,881,726 23,274 

1 記念誌発行費 1,650,000 1,848,880 198,880 記念誌

2 記 念 事 業 費 1,905,000 2,003,430 98,430 大型スクリーン，プロジェクター

3 記 念 品 費 1,500,000 1,124,000 376,000 クリアファイル，トートバッグ，キーホル
ダー

4 式 典 費 1,850,000 1,905,416 55,416 
記念講演料，茨城新聞特集号掲載，紅白
幕・演題立て看板レンタル，式典看板，撮
影機材リース他

3 予 備 費 40,000 0 40,000 

合 　 　 計 7,260,000 6,998,628 261,372 

科   目 予 算 額 決 算 額
比    較

摘       要
増 減

1 繰 越 金 5,192,214 5,180,294 11,920 110周年会計　5,180,294円

2 同 窓 会 補 助 金 1,560,000 1,560,000 

3 Ｐ Ｔ Ａ 補 助 金 500,000 500,000 

4 雑 収 入 7,786 110 7,676 預金利息

合 計 7,260,000 7,240,404 19,596 

科目間の流用を認める
　上記のとおり報告いたします。
　　　　令和２年11月28日
　　　　　 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校創立百二十周年記念事業実行委員会委員長　染谷　信洋

（単位：円）
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母
校
の
想
い
出

挫
折
か
ら
の
飛
び
立
ち

高 14 回

成嶋　　弘

　

58
年
ぶ
り
に
思
い
が
け
な
く
、

同
窓
会
事
務
局
代
表
の
倉
持
正
男

さ
ん
か
ら
「
母
校
の
想
い
出
」
の

原
稿
執
筆
の
依
頼
を
受
け
、
筆
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
十
の
石
段
を
の
ぼ
る
と
、
校

舎
の
正
面
玄
関
と
そ
の
右
側
に
図

書
館
が
あ
り
、
校
舎
の
北
側
に
は

運
動
場
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

横
浜
で
生
ま
れ
、
大
空
襲
後
、

二
歳
の
頃
か
ら
小
・
中
・
高
そ
し

て
大
学
入
学
ま
で
竜
ケ
崎
で
過
ご

し
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
さ
ほ
ど

勉
強
し
た
記
憶
は
な
く
、
中
学
で

は
そ
れ
な
り
に
成
績
が
上
位
に
な

り
、
竜
一
高
に
進
む
の
は
自
然
の

成
り
行
き
で
し
た
。

　

入
学
後
の
実
力
テ
ス
ト
で
特
に

で
き
た
よ
う
に
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
結
果
が
張
り
出
さ

れ
る
と
、
何
の
間
違
い
か
私
が

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
特
に
数
学
と
英
語
は

好
き
に
な
り
、
自
分
で
ど
ん
ど
ん

先
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

井
坂
弘
文
先
生
に
は
当
時
、
放
課

後
に
数
学
の
特
別
授
業
を
し
て
頂

い
た
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
の
後
も
好
成
績
を
続
け
、
２

年
生
の
夏
休
み
後
の
実
力
テ
ス
ト

で
、
２
位
に
か
な
り
の
差
を
つ
け

ト
ッ
プ
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ

が
成
績
ト
ッ
プ
の
最
後
で
し
た
。

そ
の
後
、
心
身
に
何
が
起
こ
っ
た

の
か
、
特
に
反
抗
し
た
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
、
自
然
に
学
校
か
ら

離
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

学
校
を
休
む
こ
と
が
多
く
な

り
、
テ
ス
ト
だ
け
時
折
受
け
る
と

い
う
不
埒
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
な
の
に
寛
容
な
先
生
方

は
、
見
込
み
点
を
付
け
て
く
れ
、

２
年
生
の
終
わ
り
に
は「
優
等
賞
」

を
与
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ

を
ク
ラ
ス
の
仲
間
が
「
お
め
で
と

う
」
と
家
に
届
け
て
く
れ
た
こ
と

に
は
今
で
も
恥
じ
入
っ
て
い
ま
す
。

　

受
験
勉
強
に
は
情
熱
を
失
い
、

外
か
ら
の
力
に
は
殆
ど
反
応
し
な

く
な
り
、
担
任
の
上
野
錦
一
先
生

に
は
大
変
ご
心
配
頂
き
な
が
ら
、

大
学
受
験
に
は
当
然
失
敗
、
予
備

校
に
も
行
か
ず
自
宅
で
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
両
親
は
何

も
言
わ
ず
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
ふ
っ
と

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
「
数
学
」

し
か
な
い
と
思
い
立
ち
、
私
学
で

数
学
科
の
あ
る
早
大
理
工
を
受
験

し
、
入
学
し
ま
し
た
。

　

恩
師
に
恵
ま
れ
、
大
学
３
年
時

に
「
未
解
決
の
問
題
」
に
取
り
組

み
、
大
学
院
は
恩
師
の
勧
め
で
東

京
教
育
大
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の

間
、
早
大
紛
争
、
続
い
て
教
育
大

の
筑
波
移
転
紛
争
で
ま
と
も
な
授

業
が
殆
ど
な
く
、
自
由
な
時
間
が

与
え
ら
れ
、
こ
れ
幸
い
と
考
察
を

重
ね
、
未
解
決
問
題
に
解
決
の
糸

口
を
与
え
る
新
定
理
を
見
い
だ

し
、
修
士
論
文
と
し
ま
し
た
。
大

学
院
博
士
課
程
の
途
中
で
、
東
海

大
か
ら
の
誘
い
が
あ
り
、
研
究
教

育
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
学
で
の
仕
事
に
就
い
て
か
ら

数
年
し
て
修
士
論
文
で
示
し
た
新

定
理
を
さ
ら
に
一
般
化
し
た
論
文

が
ア
メ
リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
教
授
に

認
め
ら
れ
、
学
術
専
門
誌
に
採
択

掲
載
さ
れ
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
組
合
せ
論

特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
の
講
演
の
機
会

も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
早
大
の
恩

師
か
ら
、
そ
の
論
文
を
中
心
に
博

士
の
学
位
論
文
を
作
成
し
提
出
す

る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
未
解
決
問
題
」
に
取
り
組
み

始
め
10
年
ほ
ど
経
た
１
９
７
７
年

に
、早
大
か
ら
理
学
博
士
（
数
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

更
に
そ
の
主
定
理
は
一
般
化
さ

れ
、
思
い
が
け
な
く
、
25
年
ほ
ど

経
て
、
ド
イ
ツ
の
若
い
数
学
者
が

自
身
の
理
論
を
展
開
す
る
本
に

「
成
嶋
の
篩
ふ
る
い
の
公
式
」
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

２
０
０
１
年
に
入
り
、
福
岡
宗

像
の
東
海
大
学
福
岡
短
大
の
学
長

を
し
ば
し
務
め
た
の
ち
本
校
に
戻

り
、
今
は
名
誉
職
に
あ
り
ま
す
。

　

国
の
品
位
が
問
わ
れ
る
今
、
真

の
豊
か
さ
は
、
心
身
の
自
由
に
基

づ
く
、
市
民
の
日
常
の
生
活
・
学

問
・
芸
術
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
き
に
わ
た
る
ご
無

沙
汰
を
詫
び
る
と
共
に
、
竜
一
高

の
寛
容
な
先
生
方
は
じ
め
皆
様

に
、
こ
こ
に
深
甚
な
る
お
礼
と
感

謝
の
念
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

竜
ヶ
崎
一
高
で
の
小
さ
な
思
い
出

那
花　
　

隼
（
高
14
回
）

　

校
歌
で
も
幾
度
か
う
た
い
、
友

と
談
笑
し
な
が
ら
三
年
間
登
り
下

り
し
た
あ
の
髙
い
石
段
。
今
で
も

残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
れ

か
ら
も
う
六
十
年
近
い
歳
月
が
流

れ
た
。
極
楽
ト
ン
ボ
で
漫
然
と
時

間
を
浪
費
し
た
自
分
に
も
い
く
つ

か
の
思
い
出
は
あ
る
。
た
ゞ
し
正

確
で
は
な
い
。
切
れ
切
れ
の
不
確

か
な
中
で
も
、
比
較
的
忘
れ
な
い

で
い
る
思
い
出
話
で
も
致
し
ま

し
ょ
う
。
毎
年
全
校
マ
ラ
ソ
ン
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
コ
ー
ス
は
忘
れ

ま
し
た
け
ど
、
新
利
根
川
の
堤
防

の
上
を
延
々
と
下
っ
た
事
は
覚
え

て
い
る
。
走
る
こ
と
の
苦
手
な
自

分
に
は
、
あ
の
日
は
大
変
気
の
重

い
一
日
と
な
る
は
ず
で
し
た
。
市

街
地
は
大
勢
の
見
物
人
が
観
て
い

て
恥
か
し
い
の
で
走
り
抜
け
、
人

家
や
人
影
の
無
い
所
で
は
ひ
た
す

ら
歩
い
た
。「
コ
ー
ス
の
半
分
以

上
走
れ
ば
残
り
は
歩
い
て
も
時
間

内
に
ゴ
ー
ル
出
来
る
か
ら
」
こ
れ

は
そ
の
日
た
ま
た
ま
一
緒
に
走
っ

た
り
、
歩
い
た
り
し
た
或
る
先
輩

の
悪
知
恵
？
で
し
た
。「
ト
ッ
プ

で
な
け
れ
ば
ビ
リ
の
方
が
愉
快
な

の
さ
」こ
れ
も
先
輩
の
言
葉
で
す
。

歩
い
て
い
る
時
に
は
、
ご
自
分
の

入
学
の
頃
の
事
や
、
各
教
科
の
先

生
方
の
話
な
ど
様
々
な
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
事
が

少
し
楽
し
く
も
感
じ
て
い
た
。
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
残
り
何
分
か
で
心

臓
破
り
の
く
の
字
の
坂
を
登
っ
て

行
く
と
、
先
に
ゴ
ー
ル
し
た
大
勢

の
生
徒
が
、
石
段
や
坂
の
斜
面
に

陣
取
っ
て
、冷
や
か
し
た
り
、エ
ー

ル
を
送
っ
て
く
れ
る
。
ゴ
ー
ル
を

す
る
と
拍
手
喝
采
を
し
て
く
れ

た
。
そ
う
か
、
是
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
先
輩

は
笑
い
な
が
ら
万
歳
を
し
て
、
私

を
見
た
。
私
も
思
わ
ず
笑
い
返
し

て
い
た
。「
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で

す
。」「
う
ん
、
ジ
ャ
ー
な
」、
手

を
上
げ
て
別
れ
ま
し
た
。
唯
々
、

こ
れ
だ
け
の
思
い
出
で
す
。
が
、

何
故
か
い
つ
迄
も
心
に
残
っ
て
い
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校
訓
は
今
も
な
お

る
。
そ
の
後
、
先
輩
は
都
内
の
私

立
大
に
進
学
を
し
た
と
云
う
話
を

又
聞
き
に
聞
い
た
。
あ
の
賢
く
、

朗
ら
か
で
機
転
の
き
く
先
輩
、
今

も
何
処
か
の
空
の
下
で
素
敵
な
人

生
を
歩
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

　

遠
い
昔
の
小
さ
な
思
い
出
で
あ

る
。

　

追
記
：
那
花
さ
ん
は
現
在
、
定

慶
と
い
う
仏
師
名
で
京
仏
師
と
し

て
仏
像
彫
刻
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

ま
す
。

先
生
方
と
の
出
会
い
と
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス

高 24 回

川北　　弘

　

高
校
二
十
四
回
卒
業
生
は
、
今

で
も
多
く
の
人
々
の
心
に
強
烈
な

記
憶
と
し
て
残
る
連
合
赤
軍
に
よ

る
浅
間
山
荘
事
件
や
横
井
庄
一
さ

ん
の
救
出
、
千
日
デ
パ
ー
ト
ビ
ル

火
災
、
沖
縄
返
還
な
ど
が
あ
っ
た

昭
和
四
十
七
年
に
希
望
を
胸
に
母

校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

早
生
ま
れ
の
私
は
高
校
に
入
っ

て
よ
う
や
く
人
生
が
少
し
ず
つ
上

向
き
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
個
性

的
な
先
生
方
と
の
出
会
い
が
そ
の

動
き
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
い
ま

す
。
数
学
の
鈴
木
武
次
先
生
の
授

業
は
毎
回
楽
し
み
で
し
た
。
先
生

の
お
陰
で｢

大
学
へ
の
数
学｣

の

難
問
奇
問
に
挑
戦
し
、
数
学
に
夢

中
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

英
語
の
大
野
英
二
先
生
の
独
特
な

話
し
方
、
佐
藤
忠
臣
先
生
の
生
真

面
目
な
板
書
の
お
陰
で
英
語
は
三

年
間
大
好
き
で
し
た
。
ま
た
、
三

年
間
何
か
と
気
に
か
け
て
い
た
だ

い
た
学
年
主
任
の
佐
藤
良
至
先
生

に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
一
年
で
父
を
、
三

年
で
母
を
亡
く
し
た
暗
い
記
憶
の

中
で
、「
人
生
を
い
か
に
生
き
る

べ
き
か
」
を
模
索
し
た
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。
当
時
気
鋭
の
哲
学

者
、
森
有
正
の
著
書
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
そ
の
知
的
な
文
章
に
大

い
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
就
職
し
て

か
ら
で
す
が
、
森
有
正
の
愛
し
た

パ
リ
に
二
度
旅
行
し
ま
し
た
。
そ

し
て
代
表
作
「
バ
ビ
ロ
ン
の
流
れ

の
ほ
と
り
に
て
」
の
文
中
に
出
て

く
る
車
窓
か
ら
の
眺
め
を
追
体
験

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
倫
理

の
長
塚
誠
道
先
生
か
ら
学
ん
だ
サ

ル
ト
ル
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
パ
ス

カ
ル
な
ど
の
世
界
観
に
も
い
た
く

感
激
し
、
勉
強
も
忘
れ
て
「
世
界

の
名
著
」
を
夜
更
け
ま
で
読
み
明

か
し
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
多
く
の
個
性
的
な

先
生
方
と
の
出
会
い
が
、
私
立
高

校
と
予
備
校
で
非
常
勤
講
師
の
仕

事
を
し
て
い
る
現
在
で
も
な
お
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
運
動
会
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
思
い
出
で
す
。
若
く
人
気

だ
っ
た
数
学
の
桜
井
（
富
永
）
由

美
枝
先
生
や
好
意
を
寄
せ
て
い
た

女
子
が
オ
ク
ラ
ホ
マ
ミ
キ
サ
ー
の

曲
と
共
に
巡
り
、
肩
を
寄
せ
合
っ

て
踊
っ
た
と
き
の
ド
キ
ド
キ
感
は

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

高 24 回

栁井　　優

　

今
年
も
無
事
に
誕
生
日
が
過
ぎ

白
幡
台
を
卒
業
し
て
か
ら
四
十
九

年
が
経
過
し
ま
し
た
。「
無
事
に
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
お
蔭

様
で
と
い
う
思
い
の
ほ
か
に
、
今

年
に
限
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
く
も

ま
あ
感
染
せ
ず
に
と
い
う
思
い
を

込
め
て
表
現
し
ま
し
た
。
不
運
に

も
感
染
し
て
し
ま
っ
た
同
窓
生
に

対
し
ま
し
て
は
、
心
か
ら
深
く
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

白
幡
台
の
想
い
出
は
毎
年
発
行

し
て
く
だ
さ
る
同
窓
会
会
報
「
白

幡
」
を
拝
読
す
る
た
び
に
同
窓
生

の
方
々
の
貴
重
な
想
い
出
に
感
動

し
、
あ
る
い
は
共
感
す
る
ば
か
り

で
す
が
、
自
分
自
身
の
想
い
出
と

し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
は
た
だ
一

つ
で
す
。
二
年
生
に
な
る
ま
で
の

十
七
年
間
私
の
人
生
は
実
に
単
調

で
自
宅
と
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

白
幡
台
と
の
往
復
だ
け
で
し
た
。

い
よ
い
よ
二
年
の
夏
休
み
に
な
り

大
学
受
験
や
そ
の
先
の
職
業
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
て
も

実
に
の
ん
き
な
高
校
生
で
し
た
。

　

旧
制
龍
中
三
十
九
回
の
大
先
輩

（
当
時
、
都
心
で
法
律
会
計
事
務

所
を
主
宰
）
に
相
談
し
た
結
果
、

都
内
大
手
予
備
校
の
夏
期
講
習
を

受
講
す
る
に
及
び
、
全
国
レ
ベ
ル

の
中
の
自
分
の
位
置
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
は
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
大

学
入
試
ま
で
の
一
年
半
、
学
力

ア
ッ
プ
の
た
め
の
必
死
の
高
校
生

活
が
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

後
日
談
に
な
り
ま
す
が
私
は
畏

れ
多
く
も
大
先
輩
の
法
律
会
計
事

務
所
に
就
職
し
、
大
先
輩
亡
き
あ

と
も
税
理
士
と
し
て
事
務
所
を
引

き
継
ぎ
、
当
然
の
如
く
私
の
事
務

所
に
は
、
高
三
十
六
回
の
優
秀
な

後
輩
が
中
心
的
存
在
の
一
人
と
し

て
長
き
に
わ
た
り
貢
献
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

母
校
の
想
い
出
の
つ
も
り
が
母

校
の
大
先
輩
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
想
い
出
と
、
母
校
の
後
輩

に
現
在
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

お
話
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、校
訓
の「
誠
実
・
剛
健
・

高
潔
・
協
和
」
は
遠
い
想
い
出
で

は
な
く
今
も
な
お
日
々
心
掛
け
て

い
る
私
の
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
す
。

人
生
で
最
高
の
図
書
館

高 24 回

油原　ゆう子

　

竜
ヶ
崎
一
高
卒
業
か
ら
48
回
目

の
秋
が
来
ま
し
た
。
今
さ
ら
な
が

ら
に
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
や
同
窓
生
や
先
輩
方
へ
の
感

謝
の
思
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

入
学
当
時
は
、
ま
だ
木
造
の
校

舎
で
、
冬
の
朝
は
教
室
内
で
も
零

下
の
こ
と
が
あ
り
、
女
子
の
手
洗

い
は
全
校
で
１
か
所
で
し
た
。
で

も
、
そ
ん
な
こ
と
が
気
に
な
ら
な

い
ほ
ど
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
授
業

内
容
も
目
新
し
い
こ
と
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

　

自
転
車
で
龍
ケ
崎
市
塗
戸
町
の

自
宅
か
ら
半
田
、
長
峰
、
八
代
の

田
舎
道
を
通
う
時
に
は
、
木
々
や

草
花
が
美
し
く
、
眼
福
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

何
よ
り
、
独
立
し
て
建
っ
て
い

る
図
書
館
は
、
中
学
校
と
は
違
う

本
が
並
ん
で
い
て
、
世
界
が
広
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が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

当
時
は
、
図
書
館
担
当
が
中
山
先

生
で
し
た
。

　

図
書
館
で
の
ご
縁
か
ら
、
中
山

先
生
方
か
ら
休
刊
中
の
文
芸
ク
ラ

ブ
の
機
関
誌
『
鉱
脈
』
の
編
集
を

仰
せ
つ
か
り
、
発
行
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
間
、
帰
宅
し
て
は
読
書
の

毎
日
で
、
北
杜
夫
さ
ん
や
ヘ
ル
マ

ン
・
ヘ
ッ
セ
や
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン

を
読
み
ふ
け
っ
て
い
ま
し
た
。
読

書
の
面
で
、
あ
ん
な
に
充
実
し
た

日
々
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
月
日
が
流
れ
、
大
学

を
卒
業
し
、
文
部
事
務
官
と
な
っ

て
、
筑
波
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、

新
潟
、
鹿
児
島
へ
の
転
勤
を
繰
り

返
し
、
還
暦
を
過
ぎ
て
職
場
が
筑

波
に
な
り
ま
し
た
。

　

勤
務
先
や
在
任
地
で
い
く
つ
も

の
立
派
な
図
書
館
を
見
ま
し
た

が
、
私
の
脳
裏
で
は
昔
の
竜
一
高

の
あ
の
小
さ
な
図
書
館
の
建
物
が

特
別
の
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
も
同
窓
生
も
先
輩
方

も
、
石
段
も
、
木
造
の
校
舎
も
、

体
育
館
も
校
庭
も
、
竜
一
高
の
３

年
間
を
支
え
て
く
れ
た
全
て
に
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

懐
か
し
い
三
年
間

高 39 回

荻野　千香

　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
す
で
に

三
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
竜
一

の
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ
た
父
が
毎

年
夏
に
な
る
と
県
大
会
の
結
果
に

一
喜
一
憂
し
て
い
た
こ
と
、ま
た
、

親
戚
の
多
く
が
竜
一
に
通
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
私
も
高
校
は
竜
一

に
行
く
も
の
だ
と
自
然
の
流
れ
で

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
念
願
叶
っ
て
入
学
し

た
高
校
で
の
三
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
皆
仲
が
良
く
楽
し

か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
特
に
私
の
ク
ラ
ス
は
男
女
関

係
な
く
皆
仲
良
し
で
、
吹
奏
楽
部

の
定
期
演
奏
会
に
皆
で
行
っ
た

り
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
誰
か
の
家

に
集
ま
っ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
の
出
し

物
と
し
て
ク
ラ
ス
で
映
画
を
作
る

こ
と
に
な
っ
て
、
お
祭
り
の
撮
影

を
す
る
た
め
に
我
が
家
に
大
勢
集

ま
っ
て
食
事
を
し
た
こ
と
も
懐
か

し
い
一
コ
マ
と
し
て
心
に
残
っ
て

お
り
、
今
で
も
時
々
家
族
で
話
題

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽

し
い
思
い
出
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
面
で
皆
か
ら
刺
激
を
受
け
て
い

た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
皆

そ
れ
ぞ
れ
部
活
に
入
っ
て
い
て
、

一
見
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
が
将
来
に
つ
い
て
も
真
剣
に

考
え
、
勉
強
も
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
進
路
に
つ
い
て
相
談
し
た
り

勉
強
し
た
り
と
、
一
緒
に
頑
張
れ

る
友
が
い
る
こ
と
は
大
き
な
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
彼
女
は

覚
え
て
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私

は
一
人
の
友
達
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
な
か
な
か
い
い
結
果

が
出
な
く
て
悩
ん
で
い
た
私
に

「
こ
の
学
校
も
受
け
て
み
た
ら
」

と
渡
し
て
く
れ
た
一
枚
の
資
料
請

求
の
葉
書
き
の
お
か
げ
で
今
の
私

が
あ
る
の
で
す
。
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
た
今
で

も
、
久
し
ぶ
り
に
同
級
生
た
ち
に

会
い
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
っ

て
い
る
様
子
を
聞
く
と
い
い
刺
激

に
な
り
ま
す
。
来
年
の
同
窓
会
は

私
た
ち
の
学
年
が
招
待
学
年
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
大
勢
の
懐
か
し

い
顔
に
出
会
い
ゆ
っ
く
り
お
話
し

で
き
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

私
は
高
校
で
教
員
を
し
て
い
ま

す
が
、
母
校
の
後
輩
に
あ
た
る
卓

球
部
や
書
道
部
の
活
躍
を
見
聞
き

す
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
頼
も

し
く
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
の
方
々
と

も
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ

の
度
に
皆
さ
ん
の
母
校
愛
、
絆
を

強
く
感
じ
、
伝
統
と
は
こ
の
よ
う

に
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
母
校
が
益
々
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
言
え
な
い
話

高 39 回

栗山　武志

　
「
ま
じ
か
」。
突
然
白
幡
同
窓
会

の
封
筒
が
自
宅
に
届
き
原
稿
用
紙

が
ま
る
で
不
幸
の
手
紙
の
よ
う

な
。
私
の
体
は
硬
直
し
、
以
前
役

員
の
方
か
ら
伺
っ
た
会
報
の
執
筆

の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
頭
が
理
数
系
だ
っ
た

私
は
、
小
学
校
か
ら
国
語
、
特
に

漢
字
や
文
章
を
書
く
の
が
大
の
苦

手
で
す
。
ち
な
み
に
、
高
校
３
年

間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
て
も
色
濃
い

先
生
の
指
導
の
下
、
数
学
は
得
意

科
目
で
し
た
が
。

　
「
で
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
よ

ね
ぇ
」。
原
稿
執
筆
の
事
で
長
年

い
る
社
員
に
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
は
、
同
じ
竜
ヶ
崎
一
高
卒
業

の
父
親
の
会
社
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
以
前
は
メ
ロ
メ
ロ
だ
っ
た

言
葉
も
文
章
能
力
も
徐
々
に
と
い

う
か
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
ま
だ
ま
だ
酷
い
文
章
し
か

書
け
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
商
売
を

続
け
な
が
ら
私
と
同
じ
年
の
会
社

共
々
、
少
し
ず
つ
で
も
成
長
を
と

日
々
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
は
言
え
な
い
」。
書
い

て
る
う
ち
に
今
な
ら
か
な
り
問
題

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ば
か
り

が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
文
化
祭
で
の

○
○
お
化
け
屋
敷
や
、
修
学
旅
行

で
の
○
○
爆
笑
お
部
屋
見
回
り
、

テ
ス
ト
返
却
時
○
○
涙
事
件
、
持

ち
回
り
の
自
宅
で
○
○
会
な
ど
。

高
校
時
代
の
思
い
出
と
い
う
と

多
々
あ
り
ま
す
が
、
公
の
場
で
は

非
常
に
書
く
こ
と
が
難
し
い
内
容

の
も
の
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
も

そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
一
言
で
言
う
と
」。
当
時
の
言

え
な
い
思
い
出
ば
か
り
が
浮
か
ぶ

と
い
う
事
は
、
裏
を
返
せ
ば
「
自

由
な
学
校
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
自

由
の
中
に
は
何
か「
歴
史
」や「
伝

統
」
が
一
人
一
人
の
心
の
中
に
染

み
つ
い
て
い
る
。
地
元
で
商
売
を

し
て
い
る
と
多
く
の
「
竜
一
」
出

身
者
に
出
会
い
ま
す
。
接
し
て
い

る
と
、
そ
の
心
の
中
に
は
何
か
崇

高
で
自
由
な
雰
囲
気
を
感
じ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
「
感
謝
」。
も
し
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
れ
ば
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
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充
実
し
た
三
年
間

高 54 回

猪股　公貴

　

私
の
竜
ヶ
崎
一
高
で
の
高
校
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
環
境

に
も
出
会
い
に
も
恵
ま
れ
た
幸
せ

な
三
年
間
だ
っ
た
と
、
今
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
五
十
四
回
生
は
新
校
舎

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

誰
も
使
用
し
て
い
な
い
靴
箱
、
真

新
し
い
教
室
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ

に
心
躍
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
当
時
は
何
と
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
し
い
校
舎
と
と
も

に
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
た

こ
と
は
偶
然
で
あ
り
、
幸
運
で

あ
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

三
年
生
の
時
に
は
、
所
属
す
る
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
活
動
場
所
で
あ

る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
新
コ
ー
ト
で
最
初
に
誰

が
ボ
ー
ル
を
打
つ
か
を
争
っ
た
こ

と
も
い
い
思
い
出
で
す
。

　

文
武
と
も
に
目
立
つ
こ
と
の
な

仕
事
や
家
庭
の
愚
痴
、
病
気
自
慢

や
健
康
自
慢
も
し
、
是
非
「
こ
こ

で
は
言
え
な
い
」
話
に
花
を
咲
か

せ
た
い
も
の
で
す
。
昨
今
、
数
字

ば
か
り
を
考
え
が
ち
な
私
の
心
の

中
に
、
こ
の
執
筆
の
機
会
を
与
え

て
頂
い
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
頂
き
誠
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
に
つ
な
が
る
三
年
間

高 39 回

根本　康志

　

私
の
高
校
生
と
し
て
の
三
年
間

を
思
い
出
す
と
、
こ
こ
で
胸
を

張
っ
て
紹
介
で
き
る
よ
う
な
も
の

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
部
活

に
青
春
を
捧
げ
た
わ
け
で
は
な

く
、
か
と
い
っ
て
学
業
に
精
一
杯

打
ち
込
ん
だ
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
今
改

め
て
思
い
返
す
と
懐
か
し
い
出
来

事
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
思
い
出
す
の
が
三

年
生
の
時
。
文
化
祭
に
向
け
て
、

ク
ラ
ス
全
員
で
映
画
を
撮
影
し
ま

し
た
。
冒
頭
の
場
面
、
私
が
廊
下

を
歩
い
て
い
る
と
何
者
か
に
ロ
ッ

カ
ー
に
引
き
込
ま
れ
、
出
て
き
た

と
き
は
悪
者
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
何
と
も
微
妙
な
役
で
し
た
。
学

校
や
ど
こ
か
の
公
園
で
撮
影
を
し

ま
し
た
。
映
画
の
内
容
は
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
過

ご
し
た
時
間
は
心
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。
あ
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は

ま
だ
誰
か
が
持
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

次
は
二
年
生
で
行
っ
た
英
語
の

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。「
根

本
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
だ
」
と
い

う
友
達
の
冗
談
か
ら
、
英
語
が
得

意
で
も
な
い
私
が
代
表
に
選
ば
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
の
書

い
た
日
本
語
の
原
稿
を
英
語
の
先

生
が
訳
し
て
く
れ
、
暗
唱
で
き
る

よ
う
に
繰
り
返
し
練
習
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
自
然
食
」
で
し

た
。
賞
に
は
か
す
り
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
全
校
生
徒
の

前
で
も
不
思
議
と
緊
張
せ
ず
、
変

な
度
胸
が
あ
る
ん
だ
な
と
自
己
満

足
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

旧
江
戸
崎
町
か
ら
約
一
時
間
を

か
け
て
、
あ
の
頃
流
行
っ
た
ロ
ー

ド
タ
イ
プ
の
自
転
車
で
通
学
し
た

の
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

高
校
で
の
三
年
間
は
短
か
く
平

凡
な
も
の
で
し
た
が
、
今
も
交
流

し
て
い
る
友
人
は
多
い
で
す
。
ま

た
、
同
じ
高
校
の
出
身
だ
と
い
う

こ
と
で
、
話
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
り
話
題
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

竜
一
の
卒
業
生
で
よ
か
っ
た
な
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
こ
の
会
報

を
読
ん
だ
方
が
私
に
声
を
か
け
て

く
れ
、
さ
ら
に
交
流
が
広
が
っ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

か
っ
た
私
で
す
が
、
先
生
方
に
は

大
変
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
学
校

長
を
務
め
ら
れ
た
羽
成
邦
男
先
生

に
は
二
・
三
年
時
に
担
任
を
し
て

い
た
だ
き
、
先
生
か
ら
ク
ラ
ス
代

表
に
指
名
さ
れ
て
、
代
表
と
し
て

ク
ラ
ス
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
経

験
は
現
在
の
仕
事
に
も
活
き
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
部
活
動
で
は
、

小
幡
法
男
先
生
・
斎
藤
哲
朗
先
生
・

坂
本
俊
一
先
生
に
高
校
時
代
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
未
熟
な

私
で
し
た
が
一
人
の
大
人
と
し
て

接
し
て
い
た
だ
き
、
自
ら
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
や
人
間
と
し
て
の

魅
力
を
教
わ
り
、
自
身
の
成
長
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
勝
手

に
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

特
別
な
経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
卒
業
式
及
び
入
学
式
の

際
に
校
旗
を
持
っ
て
入
退
場
す
る

役
目
を
、
現
竜
ヶ
崎
一
高
教
諭
の

横
須
賀
威
之
君
と
一
緒
に
務
め
た

こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

私
が
選
ば
れ
た
の
か
は
今
で
も
疑

問
で
す
が
、
伝
統
あ
る
竜
ヶ
崎
一

高
で
名
誉
あ
る
役
目
を
務
め
た
こ

と
は
私
の
誇
り
で
す
。

　

二
十
年
近
く
経
っ
た
今
で
も
鮮

明
に
よ
み
が
え
る
思
い
出
が
そ
の

他
に
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
私
は

現
在
、
教
員
と
し
て
高
等
学
校
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

思
い
出
を
数
多
く
残
せ
る
よ
う
、

目
の
前
の
生
徒
と
こ
れ
か
ら
も

日
々
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

青
春
の
日
々永

井　

準
哉
（
高
54
回
）

　

高
校
の
３
年
間
は
、
新
し
い
知

識
を
学
ぶ
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
、

一
生
涯
の
友
と
た
く
さ
ん
出
会

い
、
時
間
も
忘
れ
て
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
続
け
た
、
自
分
の
人
生
の

骨
格
を
作
り
上
げ
た
か
け
が
え
の

な
い
毎
日
で
し
た
。
と
書
き
た
い

く
ら
い
、
自
分
に
と
っ
て
高
校
生

活
と
い
う
の
は
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青

春
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
で

し
か
な
く
、
現
実
は
そ
ん
な
に
甘

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。部
活
は
早
々
に
辞
め
、甘
酸
っ

ぱ
い
恋
愛
も
な
く
、
日
々
真
っ
す

ぐ
帰
り
、
家
で
テ
レ
ビ
を
見
る
だ

け
の
萎
び
た
生
活
。
中
学
校
の
友

達
と
久
し
ぶ
り
に
会
え
ば
、
聞
こ

え
て
く
る
の
は
楽
し
そ
う
な
高
校

生
活
の
話
ば
か
り
。
あ
あ
、
自
分

も
別
の
高
校
に
行
け
ば
よ
か
っ

た
、
そ
う
思
う
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
代
わ
り
映
え
の

な
い
高
校
生
活
を
振
り
返
り
、
唯

一
、
鮮
明
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
の

は
、
高
3
の
時
の
文
化
祭
。
１
、

２
年
の
時
は
斜
に
構
え
て
、「
は
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し
ゃ
ぐ
こ
と
は
ダ
サ
い
」
く
ら
い

冷
め
て
た
自
分
が
、
友
人
に
半
ば

無
理
や
り
に
実
行
委
員
会
に
入
れ

ら
れ
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
文
化

祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
発
的
で

は
な
い
と
は
い
え
運
営
側
に
な
る

と
、
ど
う
す
れ
ば
文
化
祭
が
盛
り

上
が
る
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
、
気
づ
け
ば
夢
中
に
な
っ

て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
は
過
ぎ
る
の
が
早
い
も
の

で
、
本
当
に
一
瞬
で
文
化
祭
は
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
文
化
祭

後
に
こ
み
上
げ
て
き
た
の
は
圧
倒

的
な
充
実
感
と
、
果
て
し
な
い
後

悔
。
こ
の
時
に
よ
う
や
く
気
付
い

た
の
で
す
。
生
活
が
楽
し
い
か
ど

う
か
は
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
せ

い
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
考
え

方
や
捉
え
方
次
第
な
の
だ
と
。
こ

の
こ
と
に
も
っ
と
早
く
気
付
い
て

い
れ
ば
、
楽
し
い
高
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
。

馬
鹿
野
郎
。
い
や
、
そ
れ
す
ら
も

捉
え
方
次
第
で
、
こ
の
時
に
気
が

付
け
て
よ
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
。

　

今
、
私
は
映
画
の
宣
伝
と
い
う

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
仕
事

に
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
作
品
を

公
開
ま
で
ど
う
盛
り
上
げ
る
か

を
、
チ
ー
ム
で
試
行
錯
誤
す
る

日
々
。
こ
れ
は
文
化
祭
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
。
ど
う
や
ら
私
は
ず
っ
と

文
化
祭
を
や
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
。

感
謝

高 64 回

荒井　啓輔

　
「
白
幡
」
の
原
稿
依
頼
を
受
け

た
の
が
８
月
末
。
今
日
は
、
締
め

切
り
２
日
前
の
９
月
29
日
で
あ
る
。

高
校
時
代
か
ら
の
提
出
物
を
期
限

ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
か
ら
取
り
掛

か
る
癖
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
ら
し
い
。
高
校

時
代
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
浮

か
ん
で
く
る
の
は
教
室
で
は
な
く
、

校
舎
と
野
球
場
の
間
に
あ
る
小
さ

な
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
、
プ
レ
ハ
ブ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
、
そ
し
て
、
吐
き
気
を
催

し
な
が
ら
走
っ
た
あ
の
坂
道
で
あ

る
。
陸
上
部
に
入
る
た
め
に
竜
一

に
入
学
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
入
部
し
て

か
ら
は
、
部
活
を
し
に
学
校
に
通

う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
陸
上
部

で
は
つ
ら
い
こ
と
も
数
多
く
経
験

し
た
が
、
共
に
目
標
に
向
か
い
努

力
す
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
の
私

が
あ
る
の
は
間
違
い
な
く
そ
の
経

験
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
た
、
顧

問
の
栗
山
先
生
、
内
田
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
「
未
来
と
は
今
で
あ

る
」、「
継
続
は
力
な
り
」
の
２
つ

竜
一
Ｏ
Ｂ
の
繋
が
り

高 64 回

大野　一樹

　

竜
ヶ
崎
一
高
を
卒
業
し
て
か
ら

約
10
年
、
あ
の
頃
の
同
級
生
と
は

今
で
も
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
卓
球
部
に
所
属
し
て
い
た
メ

ン
バ
ー
と
計
画
し
て
い
た
旅
行

が
、
社
会
情
勢
を
考
慮
し
た
結
果

中
止
に
な
り
、
残
念
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。（
こ
の
文
章
を
書

い
て
い
る
の
は
２
０
２
０
年
の
９

月
で
す
）

　

竜
一
は
、
Ｏ
Ｂ
同
士
の
繋
が
り

が
非
常
に
強
い
学
校
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
受
験
２
日
前
に
体
調
を

崩
し
た
際
に
、
竜
一
Ｏ
Ｂ
の
お
医

者
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
日

に
、
そ
の
こ
と
を
強
烈
に
実
感
し

ま
し
た
。

　

私
は
大
学
受
験
２
日
前
に
胃
腸

炎
に
罹
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
発

熱
や
腹
痛
が
非
常
に
厳
し
く
、
そ

の
ま
ま
で
は
試
験
を
受
け
る
こ
と

は
大
変
難
し
い
状
況
で
し
た
。
大

慌
て
で
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
際

に
、
診
察
し
て
頂
い
た
先
生
に
、

こ
う
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
ど
こ
の
高
校
だ
い
？
」

　

私
は
、「
竜
ヶ
崎
一
高
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

の
言
葉
は
今
も
私
の
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
る
。
陸
上
部
の
活
動
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
反
面
、
テ

ス
ト
で
は
ひ
ど
い
点
を
取
り
、
先

生
方
に
は
た
く
さ
ん
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
も
志
望
校
に
合
格
で
き
た
の
は

３
年
間
担
任
を
し
て
い
た
だ
い
た

木
内
先
生
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
先
生
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で

あ
る
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

現
在
私
は
、
県
内
の
県
立
高
校

で
教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
昨

年
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
母
校

で
あ
る
竜
一
で
も
教
員
と
し
て
働

く
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
に

は
10
年
前
と
変
わ
ら
ず
、
文
武
両

道
を
目
指
す
た
く
さ
ん
の
生
徒
た

ち
が
い
た
。
陸
上
部
の
恩
師
を
は

じ
め
と
し
て
在
学
中
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
と
共
に
、
母
校
で

働
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
何
事

に
も
代
え
が
た
い
経
験
で
あ
り
、

幸
せ
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　

締
め
切
り
直
前
の
ま
と
ま
ら
な

い
文
章
で
読
ん
で
い
る
方
に
は
本

当
に
申
し
訳
な
い
が
、
最
後
に

竜
ヶ
崎
一
高
の
益
々
の
発
展
と
、

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
、
結
び
と
す
る
。

先
生
は
笑
い
な
が
ら

「
そ
う
か
、
竜
一
か
！
僕
も
竜
一

出
身
な
ん
だ
よ
！
わ
か
っ
た
、
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
よ

う
！
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
先
生
が
勧
め
て
く
れ

た
点
滴
を
受
け
る
と
、
私
の
体
調

は
一
気
に
良
く
な
り
ま
し
た
。
一

日
休
ん
で
、
ほ
ぼ
万
全
の
体
調
ま

で
復
帰
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
事

に
私
は
試
験
を
受
け
、
第
一
志
望

の
大
学
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
知
っ
た
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
の
際
に
処
方
し
て
頂
い
た

点
滴
は
、
通
常
の
患
者
に
は
使
わ

な
い
よ
う
な
、
強
力
な
点
滴
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
、
あ
る
意
味
で
非

常
手
段
と
も
言
え
る
手
を
使
っ
て

頂
い
た
お
か
げ
で
、
今
の
私
が
い

ま
す
。

　

そ
の
時
か
ら
私
は
、「
竜
ヶ
崎

一
高
と
い
う
同
じ
学
び
舎
で
学
ん

だ
者
同
士
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

て
い
こ
う
」
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

助
け
て
い
た
だ
い
た
お
医
者
さ
ん

に
感
謝
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
Ｉ
先
生
、
助
け
て
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
充
実
し
た
大

学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
就
職
活
動
の
結
果
、
こ
の
茨
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城
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

挑
戦
へ
の
糧
に

高 44 回

倉持　弘市

　

今
、
こ
う
し
て
原
稿
用
紙
に
向

か
い
、
学
生
時
代
は
近
視
に
悩
ん

で
い
た
自
分
が
最
近
は
ど
ん
ど
ん

進
む
老
眼
に
時
間
の
経
つ
の
は
早

い
な
ぁ
と
感
じ
る
こ
の
頃
。
も
う

す
ぐ
高
校
卒
業
か
ら
三
十
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ど
う
し
て
も
学
ラ
ン
が
着
た
く

て
選
ん
だ
志
望
校
。
朝
寝
坊
な
自

分
が
必
死
に
漕
げ
ば
間
に
合
う
自

転
車
通
学
。
苦
手
な
プ
ー
ル
が
無

い
事
も
志
望
動
機
。
あ
ま
り
公
言

は
し
な
か
っ
た
が
親
父
も
通
っ
た

歴
史
と
伝
統
あ
る
学
び
舎
に
通
い

た
か
っ
た
の
も
事
実
。
い
ざ
受
験
。

貼
り
出
し
に
よ
る
合
格
発
表
。
念

願
叶
っ
て
の
竜
一
高
の
学
ラ
ン
に

袖
を
通
し
て
の
通
学
。
登
校
初
日

に
集
合
時
間
を
間
違
え
て
遅
刻
し
、

ク
ラ
ス
の
中
で
真
っ
先
に
名
前
を

覚
え
ら
れ
た
前
の
座
席
の
友
。（
彼

と
は
い
ま
だ
に
連
絡
を
と
っ
て
い

る
）
ク
ラ
ス
皆
で
作
り
上
げ
た
文

化
祭
。野
球
部
の
県
大
会
の
応
援
。

そ
し
て
在
学
中
二
度
の
夏
の
甲
子

園
出
場
に
よ
る
バ
ス
で
の
応
援
弾

丸
ツ
ア
ー
。
二
十
数
年
経
つ
今
で

も
良
き
同
級
に
恵
ま
れ
た
お
陰
で

実
に
華
や
か
な
時
間
が
過
ご
せ
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、自
身
を
振
り
返
る
と「
言

い
訳
ば
か
り
の
三
つ
の
悔
い
」
が

残
る
竜
一
高
生
だ
っ
た
と
思
う
。

ま
ず
は
本
分
で
あ
る
べ
き
学
業
に

つ
い
て
。
中
学
・
高
校
時
代
は
正

直
安
全
運
転
に
徹
す
る
様
な
勉
学

へ
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
漫
然

と
日
々
の
授
業
を
た
だ
受
け
る
だ

け
。
定
期
テ
ス
ト
も
決
め
ら
れ
た

範
囲
だ
け
。
全
く
も
っ
て
受
動
的

な
、
貪
欲
さ
に
欠
け
る
姿
勢
は
自

ず
と
結
果
に
表
れ
る
。
今
さ
ら
な

が
ら
当
時
情
熱
を
も
っ
て
熱
心
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
大

変
失
礼
な
学
習
態
度
で
あ
っ
た
と

猛
省
し
き
り
で
あ
る
。
二
つ
目
は

部
活
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
事
で

あ
る
。
幼
少
か
ら
地
元
の
道
場
に

て
打
ち
込
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
分
で
も
驚
く
程
剣
道
へ

の
熱
が
冷
め
て
し
ま
い
入
学
当
初

よ
り
熱
心
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た

同
級
の
勧
誘
を
頑
な
に
断
り
続
け

た
。
先
日
彼
と
も
思
い
出
話
を
す

る
機
会
が
あ
り
、「
何
故
に
あ
れ

程
剣
道
部
へ
の
入
部
を
拒
み
続
け

た
の
か
ね
」と
再
度
尋
ね
ら
れ
た
。

あ
の
時
期
の
自
分
は
一
本
の
道
に

進
み
続
け
る
事
へ
の
不
安
に
駆
ら

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三

つ
目
は
応
援
団
に
参
加
し
な
か
っ

た
事
で
あ
る
。
三
年
の
時
、
特
に

仲
が
良
か
っ
た
友
に
「
俺
、
応
援

団
に
入
る
け
ど
一
緒
に
ど
う
？
倉

持
は
体
格
が
い
い
か
ら
団
旗
持
ち

な
ん
て
ど
う
？
」
と
勧
誘
を
受
け

た
。
そ
も
そ
も
応
援
団
に
つ
い
て

無
知
で
あ
っ
た
こ
と
、
時
間
の
束

縛
、
炎
天
下
で
の
体
力
の
心
配
か

ら
部
活
動
同
様
お
断
り
を
し
た

が
、
後
日
彼
の
写
る
写
真
の
数
々

に
羨
望
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
「
悔
い
」
を
引
き
ず
り

な
が
ら
最
終
的
な
進
路
決
定
期
に

家
業
を
最
良
最
短
で
継
ぐ
こ
と
を

考
え
て
い
た
私
に
、
担
任
の
川
口

浩
己
先
生
は
他
の
道
の
可
能
性
を

示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
初
め
て
親

元
を
離
れ
て
の
生
活
を
伴
う
進
学

を
選
択
。
自
ら
挑
戦
す
る
事
に
極

端
に
怯
え
て
い
た
自
分
か
ら
奮
起

し
、「
後
悔
す
る
位
な
ら
…
」
と

僅
か
で
も
興
味
が
湧
い
た
事
に
は

積
極
的
に
参
加
す
る
前
向
き
さ
が

で
き
た
。
変
化
へ
の
下
地
に
は
高

校
時
代
の
悔
い
が
確
実
に
存
在
す

る
。
反
省
を
バ
ネ
に
人
間
関
係
、

資
格
、
体
験
等
多
く
の
得
難
い
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、
内
面
的

に
大
き
く
成
長
で
き
る
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
に
感
謝
し

た
い
。（藤

代
米
伊
勢
屋
３
代
目
店
主
）

母
校
と
私
の
人
生

竜
一
高
と
私

高 46 回

本多　康二郎

　

現
在
44
歳
の
私
は
竜
ヶ
崎
第
一

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
26
年
も
の

年
月
が
過
ぎ
去
っ
た
事
と
な
り
ま

す
。
高
校
時
代
は
取
手
か
ら
自
転

車
で
45
分
か
け
て
通
い
、
途
中
で

カ
ナ
ブ
ン
が
口
の
中
に
は
い
っ
て

大
暴
れ
し
た
り
、
田
ん
ぼ
の
側
道

に
落
ち
た
り
、
車
に
後
ろ
か
ら
轢

か
れ
た
り
と
通
学
路
だ
け
で
も
多

く
の
思
い
出
を
昨
日
の
事
の
よ
う

に
思
い
だ
し
ま
す
。

　

竜
ヶ
崎
第
一
高
校
に
入
学
を
決

め
た
の
は
１
０
０
年
以
上
を
誇
る

歴
史
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
風
格
を

中
学
３
年
生
の
学
校
見
学
で
子

供
な
が
ら
も
感
じ
た
か
ら
で
す
。

「
あ
、
こ
の
学
校
に
入
学
し
て
み

た
い
」と
直
感
的
に
感
じ
ま
し
た
。

　

通
学
と
石
段
は
大
変
で
し
た
が
、

３
年
間
は
部
活
に
打
ち
込
み
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
多
く
の
仲
間

と
悔
し
い
思
い
や
楽
し
い
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
正
直
授
業

時
間
以
外
で
の
先
生
方
と
の
や
り

取
り
や
仲
間
と
の
時
間
の
方
が
今

と
な
っ
て
は
貴
重
で
人
生
ま
だ
半

ば
で
す
が
、
糧
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
生
活
も
ビ
ジ
ネ
ス
も

全
て
人
間
関
係
が
一
番
重
要
で
あ

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
後
は
中
央
大
学
の
法
学
部

国
際
企
業
関
係
法
学
科
へ
進
学
し

ま
し
た
。
２
年
次
に
休
学
し
て
イ

ギ
リ
ス
へ
留
学
し
、
３
年
次
に
大

学
を
中
退
し
、
ア
ジ
ア
生
産
性
機

構
と
い
う
機
関
へ
３
年
ほ
ど
勤
務

し
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
帰
国
後

に
母
方
の
祖
父
が
起
業
し
た
会
社

の
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
半
年
ほ
ど
勤

務
し
代
表
と
な
り
、
そ
の
後
市
場

調
査
を
半
年
間
イ
ン
ド
で
生
活
し

な
が
ら
行
い
、
現
在
３
社
を
イ
ン

ド
で
起
業
、
１
社
を
ス
リ
ラ
ン
カ

で
起
業
し
現
在
合
計
５
社
を
経
営

し
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
１
社
を
日
本
で

起
業
致
し
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
１

を
作
る
と
い
う
事
に
非
常
に
価
値

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
は
若
さ
ゆ
え
か
偏
差

値
で
大
学
を
決
め
て
し
ま
っ
た
と

い
う
事
も
あ
り
、
大
学
で
の
目
標

を
見
失
い
３
カ
月
ほ
ど
家
に
引
き

こ
も
っ
た
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

父
母
に
は
か
な
り
の
心
配
を
か
け

た
と
思
い
ま
す
が
、
父
の
「
大
学

な
ん
て
何
回
で
も
入
り
な
お
せ
ば

よ
い
」
母
の
「
ど
ん
な
仕
事
で
も

よ
い
か
ら
人
の
役
に
立
て
ば
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う
言
葉
で
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だ
い
ぶ
救
わ
れ
、
ま
た
中
学
時
代

に
母
方
の
祖
父
か
ら
頂
い
た
「
本

当
に
賢
い
人
は
他
人
を
幸
せ
に
す

る
」と
い
う
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、

現
在
も
私
の
行
動
指
針
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
自
分
が
ど

う
あ
り
た
い
か
よ
り
も
他
人
に
ど

う
思
わ
れ
た
い
か
ば
か
り
気
に
し

て
お
り
い
い
大
学
に
入
っ
て
い
い

会
社
に
入
っ
て
周
り
か
ら
凄
い
ね

と
言
わ
れ
た
い
、
思
わ
れ
た
い

（
笑
）。
そ
ん
な
気
持
ち
が
強
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
社
会
に
出
て
み
る
と
既
に

高
度
経
済
成
長
は
終
わ
り
、
終
身

雇
用
制
度
も
大
手
企
業
で
さ
え
保

障
で
き
な
い
時
代
で
す
。
現
在
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
「
偏
差

値
が
高
い
」、「
単
に
か
っ
こ
い
い
」

か
ら
で
は
な
く
、
将
来
ど
ん
な
仕

事
で
他
人
を
幸
せ
に
し
た
い
か
、

自
分
自
身
が
ど
う
い
う
人
生
を
歩

み
た
い
か
を
自
問
し
人
生
の
選
択

を
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
で
も
自
分
自
身
人
間
関
係

に
悩
ん
だ
り
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
問
題

や
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
時
に
自
分
が
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
、
大
切
に
し
た
い
も

の
や
、
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が

あ
れ
ば
、
失
敗
や
回
り
道
を
し
た

と
し
て
も
笑
っ
て
ま
た
挑
戦
で
き

る
自
分
に
戻
れ
ま
す
。
ま
だ
見
つ

か
ら
な
い
と
い
う
皆
さ
ん
は
是
非

「
他
人
を
幸
せ
に
す
る
人
が
賢
い

人
」
と
い
う
、
戦
後
焼
け
野
原
の

状
態
か
ら
畳
を
並
べ
て
工
場
に
し

プ
レ
ス
を
踏
み
年
商
40
億
円
の
会

社
を
立
ち
上
げ
た
、
戦
争
で
高
校

に
も
行
け
な
か
っ
た
祖
父
の
言
葉

を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

ま
た
人
生
半
ば
、
高
校
時
代
学
ん

だ
こ
と
、
尊
厳
や
謙
虚
さ
、
部
活

で
勝
て
な
か
っ
た
あ
の
悔
し
い
思

い
や
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
、
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、
本
を
読
む
こ

と
の
将
来
的
な
大
切
さ
を
糧
に
人

生
の
階
段
を
上
り
成
長
し
、
ま
た

あ
の
竜
ヶ
崎
一
高
の
石
段
を
登
り

に
帰
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
起
業
家
）

君
た
ち
は
、
大
丈
夫
！

竜
一
は
、
今
も
昔
も
大
好
き
。

た
ぶ
ん
ず
っ
と
、
世
界
で
い
ち
ば

ん
好
き
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

校
風
が
よ
か
っ
た
し
、
出
会
っ
た

人
た
ち
が
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

高
校
に
入
っ
て
か
ら
、
し
ば
ら
く

し
て
、
ふ
と
気
づ
い
た
。

あ
れ
？　

な
ん
か
こ
こ
で
は
私
、

自
由
に
息
が
つ
け
る
な
。
な
ん
か

心
地
よ
い
風
が
通
っ
て
い
る
。

高 47 回

中川　　彩

種
々
さ
ま
ざ
ま
の
草
花
が
、
の
び

や
か
に
咲
き
群
れ
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
。

あ
の
こ
ろ
の
竜
一
っ
て
ほ
ん
と

に
、
ち
ょ
っ
と
独
特
な
場
所
だ
っ

た
。
和
や
か
で
、
の
ん
び
り
し
た

空
気
。
は
じ
め
て
、
思
っ
た
。
こ

う
し
て
み
ん
な
が
良
識
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
規
則
な
ん
か
い
ら
な
い

ん
だ
わ
。

あ
そ
こ
で
は
生
徒
た
ち
み
ん
な
、

す
ご
く
信
頼
さ
れ
て
い
た
し
、
尊

重
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
何

か
、
そ
う
い
う
空
気
が
あ
っ
た
。

君
た
ち
は
、
大
丈
夫
！ 

っ
て
い

う
、
無
言
の
信
頼
が
。

「
ほ
ん
と
に
そ
う
思
っ
て
い
た

よ
」っ
て
、ず
ー
っ
と
あ
と
に
な
っ

て
、言
っ
て
く
れ
た
先
生
が
い
た
。

「
君
た
ち
は
、
大
丈
夫
！ 

っ
て
。

み
ん
な
い
い
生
徒
た
ち
だ
っ
た

よ
」。

先
生
た
ち
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら

受
け
て
き
た
も
の
、
思
い
起
こ
せ

ば
、
優
し
い
雨
の
イ
メ
ー
ジ
。

日
に
日
に
土
壌
を
潤
す
し
ず
か
な

雨
の
よ
う
に
、
倦
ま
ず
た
ゆ
ま
ず

た
え
ま
な
く
豊
か
に
注
い
で
、
い

つ
し
か
木
々
が
緑
濃
く
枝
を
広
げ

て
ゆ
く
よ
う
に
。

日
々
の
授
業
の
な
か
で
、
身
を

も
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
も

の
。

そ
れ
は
、
与
え
る
こ
と
。

惜
し
み
な
く
注
ぎ
つ
づ
け
る
こ
と
。

常
に
自
分
に
で
き
る
最
高
の
授
業

を
し
つ
づ
け
る
こ
と
。

磨
き
つ
づ
け
、
学
び
つ
づ
け
、
た

え
ず
省
察
し
つ
づ
け
る
こ
と
。

彼
ら
の
仕
事
の
仕
方
、
そ
の
仕
事

に
対
す
る
し
ず
か
な
プ
ラ
イ
ド

が
、
後
年
、
講
師
を
す
る
う
え
で

の
、自
分
の
基
準
と
な
っ
て
き
た
。

竜
一
ク
オ
リ
テ
ィ
。

私
が
あ
そ
こ
で
ほ
ん
と
う
に
学
ん

だ
の
は
、
勉
強
じ
ゃ
な
い
。

仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
な
の
で
す
。

い
ま
、
先
生
方
と
話
す
と
び
っ
く

り
す
る
の
は
、
大
し
て
目
立
た
な

か
っ
た
私
の
こ
と
を
、
み
ん
な
、

そ
ん
な
に
も
よ
く
知
っ
て
い
て
く

れ
た
こ
と
。
そ
う
し
て
み
ん
な
、

な
ん
と
い
う
か
、
無
条
件
に
私
を

肯
定
し
て
く
れ
て
い
た
。

つ
く
づ
く
と
思
う
の
で
す
。

か
つ
て
こ
の
世
界
の
ど
こ
か
に
、

自
分
の
こ
と
を
こ
う
し
て
無
条
件

で
受
け
入
れ
て
く
れ
た
人
た
ち
が

い
る
の
だ
と
、
知
っ
て
る
こ
と
が

ど
れ
だ
け
力
に
な
る
か
。

今
私
が
何
を
し
て
る
か
と
い
う

と
、
平
た
く
言
う
と
フ
ラ
ン
ス
に

住
ん
で
映
画
を
撮
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
、
も
の
を
書
い
て
き
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を

旅
し
て
幻
視
に
見
た
物
語
群
を
、

上
演
す
る
た
め
劇
団
を
創
立
。

そ
の
後
、
夢
の
中
で
見
た
、
パ
リ

が
舞
台
の
物
語
の
一
シ
ー
ン
を
、

映
像
で
再
現
す
べ
く
渡
仏
。

現
在
は
院
に
学
び
つ
つ
、
自
分
の

仕
事
の
仕
方
を
構
築
中
で
す
。

あ
の
こ
ろ
出
会
っ
た
人
た
ち
は
、

今
も
変
わ
ら
ず
に
い
て
く
れ
る
。

凹
ん
だ
と
き
に
は
支
え
て
く
れ
る
。

あ
れ
か
ら
色
々
と
変
わ
っ
た
し
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
つ
づ
け
て
ゆ

く
と
し
て
も
。

私
の
心
の
中
の
竜
一
は
、
い
ま
も

そ
う
い
う
場
所
な
の
で
す
。

ひ
と
と
き
翼
を
休
め
て
、
パ
ワ
ー

を
も
ら
え
る
港
の
よ
う
な
。

（
パ
リ
第
８
大
学
院
映
画
科
在
籍
・
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
翻
訳
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）
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持
丸
修
一
氏（
高
19
回
）が『
信

じ
る
力　

４
校
す
べ
て
で
甲
子
園

出
場
』
を
竹
書
房
か
ら
７
月
に
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
読
ま
れ
た
同
窓
生
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
目
次

の
章
立
て
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
１
章 

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
72

年
の
人
生

第
２
章 

木
内
幸
男
に
挑
み
続
け

た
地
元
・
茨
城
で
の
戦

い

第
３
章 

「
信
じ
る
力
」
で
つ
か

ん
だ
４
校
目
の
甲
子
園

第
４
章 

選
手
育
成
論〝
育
て
る
〟

の
で
は
な
く
〝
育
つ
〟

第
５
章 

充
実
し
た
日
々
を
送
る

た
め
の
「
人
生
訓
」

　

持
丸
氏
か
ら
「
我
が
人
生
の
出

発
点　

竜
一
高
」
と
題
す
る
原
稿

が
届
き
ま
し
た
の
で
併
せ
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

持
丸
修
一
氏

　

信
頼
を
育
む
指
導
論

　
　

出
版 ト

ピ
ッ
ク
①

　

私
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
昭
和
39
年
に
入
学
、
そ
し
て
、

特
に
上
手
く
も
な
い
の
に
何
と
な

く
野
球
部
に
入
部
、
３
年
次
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
甲
子
園
出

場
。
一
部
員
と
し
て
の
使
命
は
承

知
し
て
い
た
と
思
う
が
、
な
ぜ
そ

こ
に
自
分
が
い
た
の
か
は
今
も
わ

か
っ
て
い
な
い
、
そ
ん
な
甲
子
園

出
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

甲
子
園
が
何
の
目
標
も
な
い
自
分

の
人
生
を
一
変
さ
せ
て
く
れ
た
の

で
あ
る
。

　

高
校
卒
業
後
大
学
に
進
学
、
そ

し
て
「
野
球
部
の
手
伝
い
を
し
て

く
れ
」
と
の
恩
師
の
勧
め
で
な
す

が
ま
ま
に
教
職
の
資
格
を
取
得
、

竜
ヶ
崎
一
高
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
竜
一
に
は
野
球
部
長

の
蓮
沼
先
生
は
じ
め
多
く
の
恩
師

の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
り
庇
っ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
今
な
お
感
謝
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。

　

あ
る
時
、「
持
丸
君
、
君
は
野

球
部
の
コ
ー
チ
で
あ
る
前
に
学
校

の
先
生
だ
よ
。
授
業
が
大
切
だ

よ
。
知
識
な
く
し
て
野
球
の
指
導

は
な
い
よ
。
ウ
チ
は
そ
ん
な
学
校

な
ん
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
は
私
の
中
で
強
烈
に
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
後
輩

の
野
球
部
出
身
の
先
生
た
ち
に
も

こ
の
言
葉
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
す
。
野
球
部
の
監
督
で
あ
る
前

に
「
先
生
」
と
し
て
の
使
命
が
大

切
な
ん
だ
と
実
感
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

平
成
２
年
。
今
度
は
監
督
と
し

て
甲
子
園
に
出
場
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。「
み
ん
な
の
甲
子
園
」

と
し
て
学
校
、
Ｏ
Ｂ
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
私
が
高
校
生
の
時
の
甲
子

園
出
場
の
時
と
同
じ
熱
気
や
雰
囲

気
で
し
た
。
今
の
高
校
野
球
は
学

校
の
果
た
す
役
割
も
多
様
で
、
そ

の
良
し
悪
し
に
は
言
及
で
き
な
い

も
の
の
、「
本
当
は
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
甲
子
園
が
も
う
一
度

帰
っ
て
き
た
ら
よ
い
の
に
な
あ
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
「
本
当
の
甲
子
園
」
と

は
何
な
ん
だ
ろ
う
と
も
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
単
に
甲
子
園

に
出
場
す
る
の
が
目
的
で
は
な

く
、
失
敗
に
失
敗
を
重
ね
一
生
懸

命
頑
張
っ
た
経
験
が
後
の
人
生
に

大
き
な
意
義
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
今
ま
さ

に
竜
一
野
球
部
は
こ
の
真
っ
只
中

に
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
川
村
校

長
先
生
は
じ
め
津
脇
監
督
、
川
井

部
長
、
部
員
の
皆
さ
ん
、
更
な
る

飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
で
も
い
ろ
い
ろ

木
々
に
囲
ま
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
木

造
校
舎
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
大
き
く

伸
び
た
ポ
プ
ラ
、
桜
、
杉
の
木
、

ト
ピ
ッ
ク
②

時
々
顔
を
出
す
リ
ス
な
ど
自
然
に

も
恵
ま
れ
た
学
び
舎
を
思
い
出
し

ま
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
や
生

徒
た
ち
と
共
に
過
ご
し
た
日
々
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
第
19
回
卒
業
生
の
皆

様
は
じ
め
白
幡
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
茨
城
を
離
れ
千
葉
に
い
る
私

に
ま
で
熱
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

野
澤
幸
司
氏

　

妄
想
国
語
辞
典
１
・
２

　
　

出
版

版
し
た
『
妄
想
国
語
辞
典
』（
扶

桑
社
）
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
入
り
す

る
ほ
ど
の
人
気
が
あ
り
、
各
メ

デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
８
月
に
は
、
そ

の
第
二
弾
が『
妄
想
国
語
辞
典
２
』

と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
こ

と
ば
」
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

「
行
け
た
ら
行
き
ま
す
」

意
味
：
絶
対
に
果
た
さ
れ
な
い
約

束
例
文
：「
10
年
後
に
迎
え
に
行
く
」

と
、
彼
は
私
に
言
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
行
け
た
ら

行
き
ま
す
な
の
で
し
ょ
う
。

「
こ
こ
だ
け
の
話
」

意
味
：
み
ん
な
知
っ
て
い
る
こ
と
。

例
文
：
押
す
な
よ
！
押
す
な
よ
！

が
「
押
し
て
く
れ
」
と
い
う
意

味
な
の
は
こ
こ
だ
け
の
話
で
あ

る
。

「
中
１
の
と
き
の
中
３
」

意
味
：
絶
対
に
敵
わ
な
い
存
在

例
文
：
中
１
の
と
き
の
中
３
が
い

る
か
ら
こ
そ
、
人
は
限
界
を
超

え
ら
れ
る
。
ア
ス
リ
ー
ト
を
見

て
い
る
と
そ
う
感
じ
る
。

　

野
澤
氏
か
ら
の
同
窓
会
の
皆
様

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
野
澤
幸
司

氏
（
高
49
回
）
が
昨
年
５
月
に
出
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次
は
野
球
部
の
百
二
十
周
年

明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
試
合
記
録

や
新
聞
記
事
を
網
羅

画
像
や
回
想
文
も
多
数
収
録
し
た

記
念
誌
の
編
集
進
む

　

み
な
さ
ん
、
た
い
へ
ん
ご
無
沙

汰
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
在
学
時
は
バ
レ
ー
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
、
野
澤
幸
司
と

申
し
ま
す
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
偉
そ
う
に
寄

稿
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

白
状
す
る
と
、
高
校
時
代
の
記
憶

は
部
活
以
外
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
と
同
世
代
、
あ
る
い
は
上
の

先
輩
方
な
ら
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
が
、
当
時
は
「
浪
川
」
と
い

う
、
竜
一
の
坂
の
下
の
信
号
を

渡
っ
た
と
こ
ろ
で
軽
食
や
喫
茶
が

で
き
た
家
族
経
営
の
お
店
が
あ
り

ま
し
た
。
部
活
が
終
わ
る
と
こ
こ

に
行
き
、
ア
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら

友
人
た
ち
と
他
愛
も
な
い
話
を
し

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

毎
日
が
平
和
で
、
大
き
な
不
満
も

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は

ク
ラ
ス
で
特
に
目
立
つ
方
で
も
な

く
、
少
な
く
と
も
教
室
の
真
ん
中

に
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

学
生
時
代
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
窓
際
族
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
教
室
の
端
っ
こ
か
ら
、
斜

め
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
を
眺
め

て
い
た
日
々
。

　

本
校
の
創
立
百
二
十
周
年
に
つ

い
て
は
本
誌
各
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
る
通
り
で
す
が
、
学
校

創
立
二
年
目
の
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
に
は
早
く
も
硬
式

野
球
部
が
創
部
さ
れ
て
お
り
、
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
は
創
部

百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
（
飯
田
三

郎
会
長
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
野

球
部
の
軌
跡
を
一
冊
に
ま
と
め
た

記
念
誌
の
刊
行
を
企
画
し
、
現

在
、
鋭
意
編
集
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

高 49 回

野澤　幸司

　

そ
ん
な
自
分
が
大
人
に
な
り
、

斜
に
構
え
る
こ
と
な
く
ま
っ
す
ぐ

に
向
き
合
お
う
と
思
え
た
の
が
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
仕
事
で

し
た
。
一
言
で
言
え
ば
、
世
の
中

の
あ
ら
ゆ
る
企
業
や
商
品
の
魅
力

を
、
言
葉
に
よ
っ
て
世
の
中
に
届

け
る
仕
事
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
み
た
こ
と
あ
る
か

も
？
と
い
う
広
告
が
あ
る
と
し
た

ら
・
・
・
タ
レ
ン
ト
さ
ん
が
ト
ン

ト
ン
歌
っ
て
る「
ヒ
ノ
ノ
ニ
ト
ン
」

や
、
女
優
さ
ん
が
ラ
ム
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
出
て
く
る
「
電
気
代
に
う

る
星
や
つ
ら
」な
ど
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
っ
た
言
葉
や
Ｃ
Ｍ
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
な
が
ら
、
個

人
活
動
と
し
て
始
め
た
「
妄
想
国

語
辞
典
」
と
い
う
企
画
が
書
籍
に

な
り
、
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
本

を
書
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

妄
想
国
語
辞
典
は
「
架
空
の
日

本
語
を
妄
想
で
開
発
す
る
」
と
い

う
企
画
で
す
。
こ
の
本
が
き
っ
か

け
で
茨
城
新
聞
か
ら
取
材
を
受

け
、
な
ん
の
因
果
か
こ
の
よ
う
な

寄
稿
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
に

は
、
み
ん
な
が
な
ん
と
な
く
心
の

中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
言
葉

で
顕
在
化
さ
せ
る
と
い
う
側
面
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世

の
中
を
ち
ょ
っ
と
引
い
た
と
こ
ろ

か
ら
、
そ
し
て
色
々
な
角
度
か
ら

見
つ
め
る
「
視
点
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

僕
は
竜
一
時
代
、
教
室
の
端
っ

こ
か
ら
み
な
さ
ん
を
見
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
サ
イ
ズ
感
が
、「
教

室
」
か
ら
「
世
の
中
」
に
膨
ら
ん

だ
、
と
い
う
感
じ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

も
し
高
校
時
代
、
ク
ラ
ス
の
中

心
に
い
た
ら
、
間
違
い
な
く
今
の

仕
事
に
出
会
え
な
か
っ
た
し
、
こ

ん
な
文
章
を
書
く
こ
と
も
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
教
室

の
真
ん
中
に
い
な
か
っ
た
（
そ
こ

に
行
け
な
か
っ
た
）
当
時
の
自
分

に
、「
い
い
ぞ
、
そ
の
ま
ま
で
い

い
ん
だ
ぞ
」と
伝
え
て
や
り
た
い
。

　

竜
一
の
同
窓
会
に
は
こ
れ
ま
で

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

「
行
け
た
ら
行
く
」
と
い
う
感
じ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
先
述
の
著
書
『
妄
想

国
語
辞
典
』
に
は
以
下
の
言
葉
が

出
て
き
ま
す
。

「
行
け
た
ら
行
き
ま
す
」・
・
・【
意

味
】
絶
対
に
果
た
さ
れ
な
い
約
束

　

Ｃ
Ｍ
や
書
籍
を
通
し
て
、
み
な

さ
ん
に
、
自
分
の
書
い
た
言
葉
が

届
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

書
き
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

※
同
窓
会
は
、
本
当
に
都
合
が
合

え
ば
行
き
た
い
で
す
（
笑
）

（
博
報
堂　

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

ト
ピ
ッ
ク
③

　

明
治
三
十
五
年
に
、
西
村
初
太

郎
教
諭
心
得
が
赴
任
し
、
そ
の
指

導
と
尽
力
に
よ
り
九
月
十
五
日
校

友
会
規
則
の
改
訂
に
際
し
、
野
球

部
が
呱
々
の
声
を
あ
げ
た
。（
中

略
）

　

明
治
三
十
九
年
八
月
、
本
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
県
下
連
合
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
、
水
戸
中
学
が
優

勝
、
本
校
が
準
優
勝
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
水
中
の
主
将
で
あ
っ
た

の
が
、
後
に
学
生
野
球
の
父
と
慕

わ
れ
る
飛
田
忠
順
（
号
穂
洲
）
で

あ
る
。
野
球
を
通
し
て
終
生
の
親

友
と
な
っ
た
飛
田
穂
洲
と
西
村
初

太
郎
の
出
会
い
は
こ
の
辺
に
あ
っ

た
の
か
と
推
察
で
き
る
。（
中
略
）

　

先
人
達
の
努
力
が
花
を
咲
か

せ
、
実
を
結
ん
だ
の
が
、
大
正
七

年
か
ら
十
一
年
に
わ
た
る
連
続
五

回
の
全
国
大
会
出
場
で
あ
っ
た
。

　

以
上
は
『
星
霜
百
年
白
幡
台
』

か
ら
の
章
を
ま
た
い
で
の
引
用
で

す
が
、
編
集
中
の
記
念
誌
に
は
、

こ
れ
ら
明
治
か
ら
現
在
ま
で
の

百
二
十
年
に
わ
た
る
「
野
球
部
通

史
」
が
貴
重
な
写
真
と
と
も
に
収

録
さ
れ
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
試

合
記
録
や
、「
茨
城
新
聞
」
に
掲

載
さ
れ
た
膨
大
な
記
事
も
網
羅
。

部
員
名
簿
や
部
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
回
想
文
・
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
多
数
載
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
は
、
本
校
野
球
部
の
際
立

明治 39 年度　野球部員。中央列右から 2 人目
が西村初太郎部長。ユニフォームのRマークは、
まだ図案化されないシンプルなものであった
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廣
瀬　

和
則
（
高
29
回
）

　

創
立
百
二
十
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
卒
業
生
の
一
人
と

し
て
大
変
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に

そ
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

現
職
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
本
当
に
御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

さ
て
私
は
と
申
し
ま
す
と
、
高

校
生
と
し
て
３
年
間
、
そ
の
後
母

校
に
て
教
壇
に
立
ち
14
年
間
大
変

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
写
真
集
発
行

卓
球
ス
ク
ー
ル
開
業

　

竜
一
と
卓
球
と
私

ト
ピ
ッ
ク
④

ト
ピ
ッ
ク
⑤

　

佐
藤
有
氏
（
高
８
回
）
に
よ
る

３
つ
目
の
写
真
集
『
牛
久
沼
～
水

辺
の
記
録
』が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
年
前
に
牛
久
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で

大
好
評
を
博
し
た
写
真
の
約
１
１

０
点
を
ま
と
め
あ
げ
た
写
真
集
が

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
っ
て
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

つ
特
徴
と
も
い
え
る
、
県
内
外
の

高
校
で
野
球
部
の
監
督
や
部
長
等

と
し
て
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
座

談
会
も
行
い
、
収
録
す
る
計
画
も

あ
り
ま
す
。

　

編
集
作
業
は
、
二
〇
一
八
年
六

月
の
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
発
足
し
た

百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
（
鎌
倉
克
彦
委
員
長
）
の
委
員

十
名
～
二
十
名
が
同
年
八
月
か
ら

毎
月
白
幡
会
館
に
集
ま
っ
て
進
め

て
き
た
も
の
で
、
い
よ
い
よ
中
盤

に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

第 48 回全国高校野球東関東大会で優勝し、44 年ぶりの全国出場
を決めた。本会報 15 ページで紹介している書籍『信じる力』の著
者・持丸修一専大松戸高校野球部監督が本校野球部員として活躍
した（「いはらき新聞」昭和 41 年８月３日付け）

　
「
百
二
十
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
で
す
。
資
料
や
原
稿
等
は
割

愛
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

載
せ
て
い
き
た
い
。
本
校
野
球
部

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
充
実
し
た
記

念
誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
飯

田
Ｏ
Ｂ
会
会
長
は
述
べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鎌
倉
委
員
長
は
「
野

球
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
本
校
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に

ご
賛
同
い
た
だ
き
、
協
賛
や
記
念

誌
購
入
と
い
う
形
で
ご
協
力
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
」
と
話
し

　

牛
久
沼
の
自
然
風
景
と
そ
の
周

辺
に
暮
ら
す
人
々
の
様
子
を
鮮
明

に
映
し
出
す
写
真
集
に
は
、
佐
藤

氏
の
沼
の
美
し
い
自
然
を
残
し
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　
　

　

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
牛
久

沼
を
撮
り
続
け
て
き
た
佐
藤
氏
は

て
い
ま
す
。

　

記
念
誌
は
Ａ
４
判
で
８
０
０

ペ
ー
ジ
前
後
、
上
製
箱
入
り
で
来

秋
刊
行
予
定
。
電
子
書
籍
版
も
考

え
て
い
ま
す
。

篠
塚　

文
男
（
高
28
回
）

「
浮
田
が
広
が
る
風
景
や
幻
想
的

に
も
見
え
る
置
き
網
漁
な
ど
、
沼

の
美
し
さ
と
と
も
に
写
真
の
記
録

の
重
要
性
も
伝
え
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。
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白幡同窓会ホームページ紹介
　白幡同窓会では会員２万５千余名の皆様に竜ヶ崎一高のいろいろな情報を同窓会の視点からお届
けするためにホームページを公開しています。
http://www.shirahata.sakura.ne.jp
　ホームページでは毎年１回 12 月に発行している白幡同窓会会報がご覧いただけます。「竜一ギャ
ラリー」のコーナーでは竜ヶ崎一高所蔵の芸術作品を紹介する「竜一コレクション」を掲載してい
ます。作品は、竜ヶ崎一高を卒業されて活躍された芸術家や関係のある芸術家について紹介をして
います。「ニュース・トピックス」のコーナーでは同窓生の活躍や活動、竜ヶ崎一高に関するいろ
いろな情報を同窓会の視点からお届けしています。「リレー連載　世界に広げよう！同窓生の輪！」
では卒業生の方々から高校生時代の思い出について寄稿を頂いております。ぜひ、皆様からの寄稿
をお寄せください。
　同窓会ホームページは平成 28 年に開設し、早くも４年が経過しました。これまでに 15,000 余り
のアクセスを頂き、大変ありがとうございます。そこで、今年６月にＨＰのデザインを一新し、皆
様により見やすいものを目指して改善を行いました。特に、スマートフォンでの閲覧を考慮してい
ます。

　このＱＲコードからホームページにアクセスし
てください。
　これからも白幡同窓会ホームページはネットな
らではの特徴を生かしながら充実させてまいりま
す。ぜひ御意見、御感想をいただければ幸いです。

　　ホームページ運営委員会代表
 　櫻井　篤美　（高 29 回）

　今年は学校創立 120 周年を迎えました。これにあたり創設し
た「竜ヶ崎第一高等学校創立 120 周年　応援サイト」は本ホー
ムページからご覧いただけます。明治 33 年創立当時からの学
校のあゆみもご紹介していますので、ぜひご覧ください。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
高
校
時
代
を
考
え
る
と
自
由

な
校
風
の
中
に
も
、
厳
し
さ
、
規

律
を
守
る
教
育
な
ど
素
晴
ら
し
い

学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

　

私
自
身
は
卓
球
部
に
所
属
さ
せ

て
頂
き
、
毎
日
が
卓
球
一
色
で

あ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
あ
ま
り

運
動
に
は
自
信
の
無
か
っ
た
私
に

ほ
ん
の
少
し
だ
け
希
望
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
の
が
卓
球
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

一
年
次
に
は
先
輩
方
の
活
躍
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
、
２
年
、

３
年
で
は
残
念
な
が
ら
そ
こ
ま
で

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
常
に
茨

城
県
の
上
位
で
活
躍
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
昭
和
60
年
に
母
校
に
赴

任
し
再
度
竜
一
で
卓
球
に
向
き
合

う
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
あ
の
時
自
分
達
で
果
た
せ

な
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に

は
ま
た
し
て
も
一
歩
届
か
ず
「
い

つ
か
必
ず
」
の
思
い
は
さ
ら
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
あ
っ
た
事
が
現
在
卓
球

に
携
わ
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
教
員
生
活
最

後
の
赴
任
校
と
な
っ
た
県
立
牛
久

高
校
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
出
場

を
二
年
連
続
で
掴
み
取
る
事
が
で

き
、
さ
ら
に
は
国
体
の
監
督
と
し

て
全
国
の
舞
台
に
踏
み
出
す
事
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
母
校
竜
一
と
私
の
間

に
は
卓
球
と
言
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
人
生
の

繋
が
り
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
現
在
で
も
私
の
生
き

方
の
指
針
に
な
っ
て
い
る
様
に
感

じ
ま
す
。

　

現
在
は
そ
の
母
校
竜
一
高
白
幡

台
の
す
ぐ
下
に
て
旧
パ
リ
ミ
キ

（
メ
ガ
ネ
屋
さ
ん
）
の
建
物
を
お

借
り
し
て
、CO

 CO
  STU

D
IO
と
い
う
卓
球
ス
ク
ー
ル
を
今
年
７

月
に
開
業
致
し
ま
し
た
。「
心
」

か
ら
取
っ
た CO

CO

と
い
う
言

葉
に
は
私
の
今
ま
で
の
卓
球
人
生

が
強
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

母
校
竜
一
に
対
す
る
「
心
」、

母
校
竜
一
卓
球
部
に
対
す
る

「
心
」、
現
代
の
社
会
で
希
薄
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
「
心
」、
そ
の
「
心
」
を
卓
球

を
通
し
て
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
も

伝
え
ら
れ
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　

今
は
２
歳
か
ら
70
歳
を
越
す
多

く
の
方
々
に
助
け
て
頂
き
な
が
ら

「
心
」
の
通
い
あ
っ
た
温
か
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
け
た

ら
と
毎
日
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
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進

路

状

況

北
海
道
大�

１
名

東
北
大�

５
名

名
古
屋
大�

２
名

一
橋
大�

２
名

東
京
工
業
大�
２
名

筑
波
大�
18
名

令和２年３月 進路状況一覧

◆国立大学合格者数

◆公立大学合格者数

◆主要私立大学合格者数

◆大学校合格者数

大　学　名 現役 過年 合計
北 海 道 大 1 1
秋 田 大 1 1 2
東 北 大 5 5
山 形 大 2 2
福 島 大 1 1
茨 城 大 31 7 38
筑 波 大 16 2 18
宇 都 宮 大 1 1
群 馬 大 1 1
埼 玉 大 2 2 4
千 葉 大 4 2 6
電 気 通 信 大 1 1 2
東 京 外 語 大 1 1
東 京 海 洋 大 1 1
東 京 学 芸 大 1 1
東 京 工 業 大 2 2
東 京 農 工 大 1 1
一 橋 大 1 1 2
横 浜 国 立 大          1 1
山 梨 大 1 1
信 州 大 2 1 3
静 岡 大 1 1
名 古 屋 大 2 2
広 島 大 1 1
長 崎 大 1 1
琉 球 大 1 1

合 計 82 18 100

大　学　名 現役 過年 合計
秋 田 公 立 美 術 大 1 1
宮 城 大 1 1
茨 城 県 立 医 療 大 7 7
高 崎 経 済 大 1 1
埼 玉 県 立 大 1 1
千葉県立保健医療大 1 1
東 京 都 立 大 2 2
横 浜 市 立 大 1 1
都 留 文 科 大 1 1
大 月 短 大 1 1
高 知 工 科 大 1 1

合 計 16 2 18

大　学　名 現役 過年 合計
早 稲 田 大 14 5 19
慶 応 大 4 1 5
上 智 大 1 1 2
東 京 理 科 大 14 7 21
学 習 院 大 7 5 12
明 治 大 13 10 23
青 山 学 院 大 1 5 6
立 教 大 9 6 15
中 央 大 11 14 25
法 政 大 10 8 18
日 本 大 25 12 37
東 洋 大 20 3 23
駒 澤 大 9 7 16
専 修 大 15 6 21
東 京 電 機 大 20 6 26
千 葉 工 大 20 5 25
東 京 農 業 大 19 3 22
文 教 大 15 9 24
芝 浦 工 大 11 5 16
共 立 女 子 大 11 11
東 海 大 9 5 14
獨 協 大 8 10 18
成 蹊 大 7 1 8
順 天 堂 大 7 7
帝 京 大 7 1 8
国 士 舘 大 6 6
大 東 文 化 大 6 6
明 治 学 院 大 5 2 7
日 本 女 子 大 3 2 5
北 里 大 3 3
近 畿 大 3 3
國 學 院 大 2 4 6
東 京 女 子 大 2 2
武 蔵 大 1 1 2

そ の 他 167 45 212
合 計 485 189 674

大学校名 現役 過年 合計
国 立 看 護 大 学 校 1 1
防衛医大 ( 看護 ) 1 1

合 計 2 2

〇
十
一
年
連
続
国
公
立
百
名
超
え

　

令
和
最
初
の
受
験
生
と
な
っ
た

七
十
二
回
生
は
、
最
終
盤
の
二
月

に
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
と
も
戦
い
な

が
ら
も
、
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
旧
帝
大
・
東
工
大
・

一
橋
大
・
神
戸
大
の
い
わ
ゆ
る
難

関
十
大
学
に
現
役
で
二
桁
合
格
し

た
年
は
こ
こ
最
近
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
立
大
学
に
お
い
て
も
早

慶
上
理
を
は
じ
め
と
し
て
難
関
大

学
に
多
数
合
格
し
て
お
り
、
特
に

慶
応
大
学
は
、
こ
こ
数
年
一
、二

名
の
合
格
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
今
回

は
現
役
で
四
名
合
格
し
て
い
る
な

ど
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
た

生
徒
が
多
数
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

再
挑
戦
を
目
指
し
続
け
て
き
た
過

年
度
生
の
頑
張
り
も
特
筆
す
べ
き

も
の
で
、
一
橋
大
や
筑
波
大
、
早

稲
田
大
、
慶
応
大
な
ど
へ
の
合
格

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
過
年
度
生

で
国
公
立
大
学
に
二
十
名
も
合
格

☆
難
関
十
大
学　

二
桁
合
格

し
た
年
は
最
近
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

〇
最
後
の
セ
ン
タ
ー
試
験
受
験

　

二
年
前
く
ら
い
か
ら
強
烈
に
安

全
志
向
へ
と
進
ん
だ
受
験
傾
向
で

す
が
、
昨
年
度
も
受
験
校
決
定
の

際
に
は
今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
通
り

に
進
め
て
い
く
こ
と
に
不
安
が
残

る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
特
に
セ

ン
タ
ー
試
験
が
最
後
の
年
で
、
当

時
は
ま
だ
共
通
テ
ス
ト
に
記
述
問

題
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
入
試
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
浪

人
回
避
の
傾
向
が
全
国
的
に
強

く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
が
減
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
も

そ
う
で
し
た
が
、
そ
こ
は
百
二
十

年
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
竜
一
生
。

そ
こ
ま
で
志
望
校
を
下
げ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
目
指
し
て
い
る
大

学
の
合
格
へ
向
け
て
ひ
た
走
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
諦
め
な
い
信
念

が
、
近
年
つ
い
ぞ
見
な
か
っ
た
よ

う
な
好
結
果
を
出
し
た
原
動
力
と

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
再
挑
戦
に
燃
え
浪
人
の

道
を
選
ん
だ
約
四
十
名
の
生
徒
が

現
在
も
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
最
後
ま
で
自
分
の
力
を

信
じ
て
夢
を
実
現
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

〇
本
校
で
の
取
り
組
み

　

本
校
独
自
の
進
路
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
通
称
「
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
そ
っ
た
丁
寧
な
指
導
を
ベ
ー
ス

に
、
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
各
学

年
に
お
い
て
様
々
な
工
夫
を
し
な

が
ら
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
進
め
ら
れ
な
い

場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
教
員
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が

目
の
前
の
や
れ
る
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
授
業
形
態
へ
の
試
行
錯
誤
を
今

も
続
け
な
が
ら
着
実
に
成
長
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　

筑
波
大
入
試
研
究
会
も
、
感
染

防
止
の
対
策
を
取
り
つ
つ
、
夏
に

行
わ
れ
る
「
入
試
問
題
研
究
会
」

や
「
冊
子
」
の
発
行
、
月
に
一
回

の
ミ
ニ
集
会
等
も
定
期
的
に
慎
重

に
実
施
し
、
受
験
に
顔
を
向
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
取
り
に
く
か
っ
た

生
徒
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
き
っ
か
け
作
り
の
一
端
と
し

て
機
能
で
き
ま
し
た
。

〇
竜
一
新
時
代
の
第
一
歩

　

先
日
実
施
さ
れ
た
百
二
十
周
年

記
念
式
典
を
経
て
伝
統
の
深
さ
を

感
じ
つ
つ
、
一
方
で
、
こ
れ
ま
で

準
備
は
進
め
て
い
た
中
で
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
一
気
に
導
入
へ
と

向
か
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
。
令
和
三

年
度
大
学
入
試
か
ら
共
通
テ
ス
ト

に
変
わ
り
、
ま
た
、
四
月
か
ら
附

属
中
学
校
が
設
置
さ
れ
、
新
し
い

風
が
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。
竜
一

は
、
引
き
継
ぐ
べ
き
魂
は
そ
の
ま

ま
に
、
今
後
大
き
く
様
変
わ
り
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
大
き
な
変
革
の

あ
っ
た
時
代
の
節
目
は
多
く
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
竜
一
は
そ
の

都
度
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

つ
つ
も
竜
一
ら
し
さ
を
守
り
つ
つ

脱
皮
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

我
々
も
そ
の
精
神
を
し
っ
か
り
と

引
き
継
い
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

 

室
津　

彰
信
（
高
48
回
）
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４
月
７
日
（
火
）、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴

う
学
校
の
臨
時
休
業
の
中
、
校
長

の
指
導
の
下
、
高
等
学
校
と
附
属

中
学
校
合
同
の
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
倍
率
４
・
95
倍
と
い
う
県

立
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
8
校

中
最
も
高
い
倍
率
の
入
学
者
選
抜

を
く
ぐ
り
抜
け
入
学
し
た
男
女
各

20
名
、
計
40
名
の
新
入
生
は
、
少

し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん

で
い
た
。

竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
附
属
中
学
校
開
校

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
入
学
式
翌
日
か

ら
６
月
１
日
ま
で
臨
時
休
校
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
校
で

は
、
４
月
下
旬
に
生
徒
40
名
に
Ｐ

Ｃ
端
末
（Chrom

ebook

）
を
配

付
し
、
そ
れ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
開
始
し
た
。
国
語
、

社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
５

教
科
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
、
体
育

な
ど
の
技
能
を
伴
う
教
科
の
授
業

も
工
夫
を
し
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
学
習
を
進
め
た
。

　

第
１
期
生
は
学
習
に
対
す
る
興

味
・
関
心
が
高
く
、
学
習
課
題
に

黙
々
と
取
り
組
ん
だ
り
、
理
科
の

授
業
で
は
、
ル
ー
ペ
を
使
っ
て
植

物
を
観
察
し
た
り
す
る
な
ど
、
ど

の
授
業
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

　

前
述
の
と
お
り
、
本
校
生
徒
に

は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
１
人
１

台
の
Ｐ
Ｃ
端
末
が
貸
与
さ
れ
て
い

る
。
生
徒
は
、
そ
の
Ｐ
Ｃ
端
末
を

自
分
専
用
の
も
の
と
し
て
、
３
年

間
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
授
業
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

通
常
登
校

　

６
月
８
日
（
月
）
よ
り
、
本
格

的
に
学
校
が
再
開
し
た
。
龍
ケ
崎

市
駅
か
ら
附
属
中
学
生
専
用
の
直

通
バ
ス
も
開
通
し
、
常
磐
線
を
利

用
し
て
登
校
す
る
生
徒
の
交
通
の

利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
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シ
ョ
ン
の
作
成
や
チ
ャ
ッ
ト
機
能

で
意
見
交
換
し
た
り
、家
庭
で
は
、

宿
題
や
自
主
学
習
に
活
用
し
た
り

と
日
々
の
学
習
の
必
須
ア
イ
テ
ム

と
し
て
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

る
。

令
和
２
年
度
開
校
県
立
中
学
校
5

校
連
携
行
事

　

７
月
10
日
（
金
）、
県
内
附
属

中
学
校
５
校
が
連
携
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
「
未
来
の
自
分
発
見

講
座
」
を
行
っ
た
。「
自
分
の
夢

の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
自

分
に
『
必
要
な
力
』」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
各
校
で
話
し
合
い
、
考
え

を
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
考

え
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
他
校
に
向
け

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
互
い
に
意
見
を
交
流
し
た
。

５
校
の
生
徒
た
ち
は
互
い
の
高
い

志
に
大
い
に
刺
激
を
受
け
て
い

た
。

複
数
担
任
制
授
業

　

附
属
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
英
語
の
授
業
で

は
、
複
数
の
教
員
に
よ
り
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
適
宜
、
Ｔ
・
Ｔ
や

学
校
行
事

　

本
校
で
は
、
学
校
行
事
を
高

等
学
校
と
合
同
で
実
施
し
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
白
龍
祭
は
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
た
が
、
９
月
の

少
人
数
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
英
語
で
は
、
２
名
の
教
科
担
当

職
員
の
ほ
か
、
毎
週
月
曜
日
に
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
指
導
助
手
）
と
の

英
語
の
授
業
が
あ
り
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
し
な
が
ら
楽
し
く
英
会

話
を
学
ん
で
い
る
。
Ｔ
・
Ｔ
で
実

施
し
て
い
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
含

め
英
語
の
教
員
が
３
人
！
と
い
う

日
で
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
、
英

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。
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運
動
部

硬
式
野
球
部

◎
第
１
０
２
回
茨
城
県
大
会

　
（
代
替
大
会
）…
…
…
ベ
ス
ト
16

◎
秋
季
県
大
会
…
…
…
…
…
出
場

陸
上
競
技
部

◎
茨
城
県
高
校
夏
季
大
会

　

男
子
三
段
跳
…
…
…
高
野
２
位

　

女
子
や
り
投
…
…
…
植
田
４
位

◎
茨
城
県
高
校
新
人
大
会

　

男
子
４
０
０
Ｍ
…
…
中
村
４
位

　

男
子
１
１
０
ｍ
Ｈ
…
宮
澤
４
位

　

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
…
８
位

　

男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
…
４
位

部
活
動
の
主
な
成
績

（
令
和
２
年
４
月
～
10
月
）

☆
関
東
大
会
以
上

◎
県
大
会
（
関
東
県
予
選
・
県
総
体
）

○
県
南
大
会

部
活
動
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
関
東
大
会
と
全
国
高

校
選
手
権
が
中
止
と
な
っ
た
。
対

外
試
合
が
実
施
さ
れ
な
い
中
で
も

生
徒
た
ち
は
日
々
練
習
に
励
み
、

10
月
27
日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
た

県
大
会
の
結
果
、
５
名
が
第
18
回

関
東
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

技
選
抜
大
会
（
令
和
２
年
11
月
21

日　

神
奈
川
県
立
伊
勢
原
射
撃

場
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

本
大
会
の
上
位
者
に
は
全
国
選
抜

大
会
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る

の
で
、
選
手
た
ち
の
活
躍
を
期
待

し
た
い
。 射　

撃　

部

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
射
撃
部

が
こ
の
よ
う
に
活
動
で
き
る
の
は

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物

で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

顧
問　

小
野　

雅
央
（
高
55
回
）

飛
龍
祭
は
、
高
校
1
年
生
の
部
に

交
じ
っ
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
高
校
生
に
温
か
く
受
け
入
れ

ら
れ
、
ク
ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
発
表
で
は
、
高
校
生
た
ち
の
拍

手
、
手
拍
子
の
中
、
楽
し
く
ダ
ン

ス
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　　

竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
が
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ

き
年
に
開
校
し
た
竜
ヶ
崎
第
一
高

等
学
校
附
属
中
学
校
で
は
、
生
徒

一
人
一
人
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

生
徒
の
自
己
実
現
に
向
け
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
変
化
の
激
し
い
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
新
た
な
歴
史
を
築

く
べ
く
、
生
徒
一
人
一
人
が
自
己

の
可
能
性
に
挑
戦
し
、
新
し
い
時

代
が
求
め
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。（附

属
中
教
頭　

菊
地　
　

耕
）

　

女
子
４
０
０
ｍ
…
…
岩
澤
７
位

　

女
子
走
高
跳
…
…
…
西
原
６
位

　

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
…
６
位

柔
道
部

◎
県
総
体
代
替
大
会
…
…
…
中
止

○
県
南
新
人
大
会

　

個
人
男
子　

66
㎏
級

　

…
…
…
…
…
福
田
・
松
本
３
位

　

個
人
男
子　

90
㎏
級

　

…
…
…
…
…
…
…
…
田
村
３
位

　

個
人
女
子
…
…
…
…
藤
枝
３
位

◎
県
新
人
大
会

　

女
子
個
人
中
量
級
…
藤
枝
２
位

射
撃
部

☆
関
東
選
抜
大
会

　

男
子
個
人
…
田
中
・
中
野
出
場

　

女
子
個
人

　

…
小
野
田
・
羽
田
・
高
橋
出
場

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

○
県
南
夏
季
選
手
権

　

個
人
…
白
井
・
加
固
ペ
ア
３
位

◎
県
新
人
大
会

　

個
人
…
白
井
・
加
固
ペ
ア
３
位

　

団
体
…
…
…
…
…
…
…
…
３
位
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女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

○
県
南
夏
季
選
手
権

　

個
人
…
酒
井
・
大
𠮷
ペ
ア
３
位

◎
県
新
人
大
会

　

個
人　

酒
井
・
幸
坂
ペ
ア

　

…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ス
ト
８

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◎
県
民
総
体
（
代
替
大
会
）�…
出
場

○
全
日
本
選
手
権
県
南
予
選
…
出
場

サ
ッ
カ
ー
部

○
県
総
体
県
南
大
会（
代
替
大
会
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
出
場

◎
選
手
権
…
…
…
…
３
回
戦
進
出

軟
式
野
球
部

◎
秋
季
県
大
会
…
…
…
初
戦
敗
退

弓
道
部

◎
県
新
人
大
会

　

男
子
団
体
…
…
…
…
…
…
出
場

　

女
子
団
体
…
…
…
…
…
…
出
場

◯
新
人
大
会
県
南
Ｂ
地
区

　

女
子
団
体
…
…
…
…
…
…
２
位

　

女
子
個
人
…
…
花
﨑
伊
織
優
勝

剣
道
部

○
秋
季
県
南
大
会

　

男
子
団
体
…
…
…
…
…
…
出
場

　

女
子
団
体
…
…
…
…
…
…
出
場

硬
式
テ
ニ
ス
部

◎
茨
城
県
少
年
少
女
テ
ニ
ス
大
会

　

男
子
個
人
…
…
…
…
…
…
出
場

◎
県
新
人
大
会

　

男
子
個
人
…
…
…
…
…
…
出
場

卓
球
部

〇
茨
城
県
南
地
区
高
等
学
校
選
手

　

権
大
会

　

女
子
団
体
…
…
…
…
…
…
３
位

〇
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
県
南
地
区
高
校
予
選
会

　

女
子
個
人
…
…
…
…
…
…
５
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

〇
県
南
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
…
…
出
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◎
県
秋
季
大
会

　

男
女
個
人
…
…
…
…
…
…
出
場

○
新
人
大
会
県
南
地
区
予
選
会

　

女
子
学
校
対
抗
…
…
…
準
優
勝

◎
新
人
県
大
会

　

男
子
学
校
対
抗
…
…
…
…
出
場

　

女
子
学
校
対
抗
…
…
…
…
出
場

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
…
…
…
…
出
場

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
…
…
…
出
場

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
…
…
…
…
出
場

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

○
選
手
権
県
南
予
選

　
（
総
体
代
替
大
会
）

　

男
子
…
…
県
代
表
決
定
戦
進
出

　

女
子
…
…
県
代
表
決
定
戦
進
出

文
化
部

吹
奏
楽
部

◎
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
優
秀
賞

書
道
部

☆
全
国
高
等
学
校
総
文
祭
高
知
大
会

　

県
代
表
参
加
・
出
品
…
…
安
田

☆
高
校
生
国
際
美
術
展

　

名
誉
会
長
賞
…
…
…
…
…
増
子

　

奨
励
賞
…
江
波
、
手
塚
、
宮
本

　
　
　
　
　

山
家
、
髙
堀
、
鏡

☆
国
際
高
校
生
選
抜
書
展

　

入
選
…
…
江
波
、
手
塚
、  

安
田

　
　
　
　
　

片
見
、
清
水

◎
県
総
文
祭

　

入
選
…
…
宮
本
、
片
見
、
有
田

　
　
　
　
　

髙
堀
、
清
水
、
鏡

　
　
　
　
　

山
家

☆
全
国
学
生
比
叡
山
競
書
大
会

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
…
…
…
宮
本

　

比
叡
山
書
道
連
盟
賞
…
…
片
見

　

特
賞
…
…
…
…
…
増
子
、
清
水

☆
比
田
井
天
来
・
小
琴
顕
彰
佐
久

全
国
臨
書
展

　

比
田
井
天
来
賞
…
…
…
…
増
子

　

佐
久
市
教
育
長
賞
…
…
…
髙
野

　

佐
久
市
書
道
連
盟
賞
…
…
清
水

　

近
代
美
術
館
賞
…
…
…
…
手
塚

写
真
部

◎
県
総
文
祭

　

写
真
の
部
…
…
…
…
…
…
出
品

棋
道
部

◎
県
総
文
祭
…
…
…
…
Ｃ
級
出
場

軽
音
楽
部

◎
高
校
・
中
学
校
軽
音
楽
系
ク
ラ

　

ブ
コ
ン
テ
ス
トW

e are Sneaker
　

Ages

関
東
�…
…
…
動
画
参
加

英
語
部

◎
国
際
教
育
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
参
加

文
芸
部

◎
県
高
等
学
校
文
芸
部
中
央
大
会

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
出
品

美
術
部

○
百
二
十
周
年
記
念
品
の
図
案
制
作

◎
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
出
品

茶
道
部

○
毎
週
木
曜
日
、
外
部
指
導
者
の

下
、
お
手
前
の
稽
古

サ
イ
エ
ン
ス
部

○
各
種
科
学
コ
ン
テ
ス
ト
…
参
加

◎
科
学
の
甲
子
園
…
…
…
…
参
加

○
お
も
し
ろ
実
験
フ
ェ
ス

　

…
…
…
…
…
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
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編
集
後
記

第
五
回
旧
職
員
会
の
案
内

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

　

第
四
回
竜
一
高
旧
職
員
会
総
会

に
お
い
て
、
次
回
の
旧
職
員
会
は

　

７
月
31
日
（
金
）
に
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
よ
り
講
師
を
お
招

き
し
、
定
時
制
の
全
生
徒
を
対
象

に
「
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
直
前
ま
で
講
師
の
方
が
来
校

で
き
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
健
康
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
の
体
調
確
認
や
、
会
場
に
お

い
て
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
や
換
気
、
消
毒
の
徹
底
な
ど
安

全
対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
こ

と
で
、
無
事
に
講
演
を
拝
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
生
徒
の
多
く
は
、
常

に
ス
マ
ホ
等
を
使
用
し
て
お
り
依

存
度
が
大
変
高
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の

者
が
ス
マ
ホ
使
用
に
関
し

て
の
「
危
機
管
理
」
に
つ

い
て
、
き
ち
ん
と
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
普
段
は

便
利
で
楽
し
い
も
の
で
す

が
、
一
つ
使
い
方
を
間
違

え
る
と
危
険
な
事
件
に
巻

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
報
第
32
号
の
編
集
作

業
が
例
年
通
り
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
原
稿
執
筆
者
の
方
々
の
ご

協
力
の
賜
物
と
編
集
委
員
一
同
心
か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
同
窓
会
総
会
が
中
止
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
同
窓

会
活
動
も
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
い
状
況

だ
っ
た
た
め
、
会
報
の
「
同
窓
会
便
り
」
の

コ
ー
ナ
ー
に
は
掲
載
す
る
記
事
が
な
く
、
と

て
も
残
念
で
し
た
。
そ
の
反
面
、
学
校
は

百
二
十
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
、
附
属
中

学
校
の
開
校
と
と
も
に
新
し
い
歴
史
を
刻
む

船
出
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紙
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多

く
同
窓
生
が
そ
の
道
で
独
自
に
活
躍
し
て
い

る
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
引
き
続
き
「
協
力
金
」
の
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
竜
ヶ
崎
一
高
の
伝
統
は
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
竜
ヶ
崎
一
高
及
び
同
窓
会
へ
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
編
集
委
員

 

木
野
内
昭
治
（
高
13
回
）

　

服
部　

俊
夫
（
高
25
回
）

　

倉
持　

正
男
（
高
27
回
）

　

篠
塚　

文
男
（
高
28
回
）

　

川
口　

浩
己
（
高
29
回
）

　

有
川　
　

保
（
高
33
回
）

　

霜
村　

裕
通
（
高
33
回
）

　

磯
山　

佳
美
（
高
34
回
）

寄
付
金
に
感
謝

　

次
の
方
か
ら
白
幡
同
窓
会
に

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
中
43
回
卒
業　

故
・
椎
名
克

哉
様
の
ご
家
族
様

・
高
21
回
卒
業　

石
嶋
昭
男
様

※
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
９
月
末
日
ま
で
の
寄

付
で
す
。

き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
講
演
で
は
、「
ケ
ー
タ
イ
を

使
い
慣
れ
て
き
た
頃
の
ケ
ー
タ
イ

の
安
心
・
安
全
な
使
い
方
、
使
う

上
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
個
人

情
報
の
漏
洩
」
な
ど
、
被
害
者
と

加
害
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
で
具

体
的
な
事
例
を
動
画
や
画
像
を
交

え
な
が
ら
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
生
徒
か
ら
は
、「
実
際
に
あ
っ

た
具
体
例
や
映
像
を
も
と
に
、
分

か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
っ
た
。」

「
少
し
使
い
方
が
甘
く
な
っ
て
い

た
の
で
、
意
識
の
改
善
に
役
立
っ

た
。」「
自
分
が
ゲ
ー
ム
依
存
症
だ

と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。」
な

ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
生

徒
達
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
同
窓
会
名
簿
が
、
母
校
へ

の
郷
愁
を
誘
い
、
会
員
相
互
の
架

け
橋
と
な
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

（2020 年発行）

　

令
和
２
年
度
版
「
白
幡
同
窓
会

会
員
名
簿
」が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
簿
の
発
行
に
あ
た
り
、
同
窓

生
並
び
に
旧
職
員
の
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
で
６
回
目
と
な
る
名
簿
に

は
こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
い
な
か
っ

た
歴
代
校
長
と
同
窓
会
会
長
を
掲

載
し
ま
し
た
。
学
校
と
同
窓
会
の

よ
り
深
い
結
び
つ
き
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
名
簿
の
扱
い
に
は
個
人

情
報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、住
所
変
更
等
の
情
報
は
、

同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

同
窓
会
会
員
名
簿
の
発
行

令
和
三
年
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
令
和
三
年
十
一

月
二
十
日
（
土
）
午
後
三
時
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
講
演
会

と
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
の
た
め
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
の
有
無
に
つ
い
て

は
役
員
会
を
開
き
判
断
し
ま
す
。

開
催
の
場
合
は
、
案
内
の
往
復
葉

書
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

中
止
の
場
合
は
、
学
校
Ｈ
Ｐ
及

び
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
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